
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】密封された状態下にて融合インプラントを挿入

すべく円板空隙を準備することを許容する外科的技術及

びその器具を提供する。

【解決手段】円板の空隙Ｄを伸延させる伸延指状体１７

３が一端に設けられた外側スリーブ１７１を有する腹腔

鏡１７０が提供される。該腹腔鏡１７０は、その他端に

腹腔鏡ポート１８０を有し、この腹腔鏡ポートを通じて

器具及びインプラントが挿入される。該腹腔鏡１７０は

、円板の空隙に対して密封された作用通路を提供し、こ

の作用通路を通じて円板の空隙を伸延させ、椎骨の端板

及び取り巻く円板を拡孔して、融合装置を挿入する。腹

腔鏡１７０は、円板の空隙内の両側方位置内にて交互に

係合し、一対の融合インプラント１０が挿入可能である

ようにする。腹腔鏡１７０を両側方の融合位置の間にて

移動させたとき、切り換えスリーブ１９１は、腹腔鏡１

７０を貫通して伸長して外科手術部位の組織を保護する

。

【選択図】図１７
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 対 象 と す る 円 板 空 隙 に 関 係 す る 、 脊 柱 の 外 科 手 術 に 使 用 さ れ る 腹 腔 鏡 に お い て 、
　 第 一 の 端 部 及 び 第 二 の 端 部 と 、 該 第 二 の 端 部 が 患 者 の 皮 膚 の 外 側 に 止 ま る 間 に 、 前 記 第
一 の 端 部 が 対 象 と す る 円 板 空 隙 に 接 触 す る の を 許 容 す る の に 十 分 に 長 い 該 端 部 間 の 長 さ と
を 有 す る 外 側 ス リ ー ブ で あ っ て 、 正 常 な 人 間 の 円 板 空 隙 よ り も 僅 か に 大 き い 内 径 を 有 す る
前 記 端 部 間 の 細 長 い 通 路 を 画 成 す る 外 側 ス リ ー ブ と 、
　 前 記 外 側 ス リ ー ブ が 前 記 第 一 の 端 部 か ら 突 出 す る 一 対 の 対 向 し た 指 状 体 を 有 し 、 該 指 状
体 が 、 前 記 外 側 ス リ ー ブ の 前 記 第 一 の 端 部 か ら 十 分 に 長 い 長 さ を 有 し 、 前 記 外 側 ス リ ー ブ
の 前 記 第 一 の 端 部 が 円 板 の 輪 に 接 触 し た と き 、 前 記 指 状 体 が 対 象 と す る 円 板 空 隙 内 に 略 突
き 出 す よ う に す る こ と と 、
　 前 記 第 二 の 端 部 に て 前 記 外 側 ス リ ー ブ に 密 封 可 能 に 係 合 し た 腹 腔 鏡 ポ ー ト で あ っ て 、 一
端 に て 前 記 外 側 ス リ ー ブ の 前 記 通 路 と 整 合 し た 穴 と そ の 他 端 に 多 数 の シ ー ル と を 有 す る 腹
腔 鏡 ポ ー ト と を 備 え 、
　 該 ポ ー ト が 、 前 記 穴 と 前 記 通 路 と の 間 に 配 置 さ れ た 密 封 部 材 を 更 に 備 え 、
　 該 密 封 部 材 が 、 前 記 腹 腔 鏡 を 貫 通 し て 伸 長 す る 器 具 が 存 在 し な い と き 前 記 通 路 を 前 記 穴
か ら 閉 じ る 作 用 可 能 で あ り 、 １ つ の 器 具 が 前 記 腹 腔 鏡 を 貫 通 し て 伸 長 す る と き 、 前 記 通 路
を 前 記 穴 に 対 し て 開 放 す る 作 用 可 能 で あ る 、 腹 腔 鏡 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 腹 腔 鏡 に お い て 、 前 記 外 側 ス リ ー ブ 内 に 取 り 外 し 可 能 に 配 置 さ れ た 切
り 換 え ス リ ー ブ を 更 に 備 え 、
　 該 切 り 換 え ス リ ー ブ は 、 第 一 及 び 第 二 の 端 部 と 、 前 記 切 り 換 え ス リ ー ブ の 前 記 第 二 の 端
部 が 前 記 腹 腔 鏡 ポ ー ト を 越 え て 伸 長 す る と き 、 前 記 第 一 の 端 部 が 前 記 指 状 体 を 越 え て 伸 長
す る の に 十 分 な そ の 間 の 長 さ と を 有 す る 、 腹 腔 鏡 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 隣 接 す る ２ つ の 椎 骨 の 間 に て 円 板 空 隙 の 体 部 間 の 融 合 を 行 う 方 法 及 び そ の 器
具 に 関 す る 。 具 体 的 に は 、 本 発 明 は 、 融 合 部 位 を 準 備 し 且 つ 融 合 装 置 及 び イ ン プ ラ ン ト を
挿 入 す る た め の 腹 腔 鏡 技 術 及 び そ の 器 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 下 方 背 中 の 痛 み の 原 因 を 治 療 す る た め の 脊 椎 手 術 の 件 数 は 、 過 去 、 数 年 の 間 に 確 実 に 増
え て い る 。 下 方 背 中 の 痛 み は 、 隣 接 す る 椎 骨 間 の 脊 椎 円 板 の 損 傷 又 は 欠 損 か ら 生 じ る の が
最 も 多 い 。 該 円 板 は 、 ヘ ル ニ ア 状 態 に な っ た り 又 は 種 々 の 変 性 状 態 に よ り 異 常 を 生 ず る 可
能 性 が あ り 、 そ の 何 れ の 場 合 に も 、 脊 柱 円 板 の 解 剖 学 的 機 能 が 損 な わ れ る 。 こ う し た 種 類
の 状 態 に 対 す る 最 も 一 般 的 な 手 外 科 的 治 療 方 法 は 、 該 当 す る 円 板 を 取 り 巻 く ２ つ の 椎 骨 を
融 合 す る こ と で あ る 。 殆 ど の 場 合 、 円 板 切 開 法 に よ り 、 輪 を 除 く 円 板 の 全 体 を 除 去 す る 。
損 傷 し た 円 板 の 材 料 が 除 去 さ れ る た め 、 円 板 間 の 空 隙 に 何 か を 充 填 し な け れ ば な ら ず 、 さ
も な け れ ば 、 そ の 空 隙 は 潰 れ て 、 脊 柱 に 沿 っ て 伸 長 す る 神 経 を 傷 付 け る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 円 板 空 隙 の 潰 れ を 防 止 し 且 つ 隣 接 す る ２ つ の 椎 骨 の 融 合 を 促 進 す る た め 、 こ の 円 板 間 の
空 隙 に は 骨 又 は 骨 の 代 替 物 が 充 填 さ れ る こ と が し ば し ば で あ る 。 初 期 の 技 術 に お い て 、 骨
材 料 は 、 典 型 的 に 、 椎 骨 の 後 方 部 分 に て 、 隣 接 す る 椎 骨 の 間 に 配 置 す る だ け で あ り 、 該 当
す る 椎 骨 を 跨 ぐ 板 又 は ロ ッ ド を 介 し て 脊 柱 を 安 定 化 さ せ て い た 。 融 合 が 生 じ た な ら ば 、 そ
の 部 分 の 安 定 さ を 保 つ た め に 使 用 し た 器 具 は 不 要 な も の と な る 。 更 に 、 融 合 中 に 位 置 を 安
定 化 さ せ る た め に ロ ッ ド 又 は 板 を 埋 め 込 む の に 必 要 な 外 科 的 方 法 は 、 時 間 が 長 く か か り 且
つ 複 雑 に な る こ と が し ば し ば で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の た め 、 切 除 し た 円 板 空 隙 を 安 定 化 さ せ る た め の よ り 好 適 な 方 法 は 、 好 ま し く は 、 前
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方 又 は 後 方 の 板 を 必 要 と せ ず に 、 そ の そ れ ぞ れ の 端 板 間 に て 椎 骨 を 融 合 す る こ と で あ る と
考 え ら れ て い た 。 損 傷 し た 円 板 に 置 換 し 、 少 な く と も 完 全 な 関 節 固 定 が 達 成 さ れ る 迄 、 隣
接 す る 椎 骨 間 の 円 板 空 隙 の 安 定 性 を 保 つ た め に 使 用 可 能 で あ る 、 許 容 可 能 な 円 板 間 イ ン プ
ラ ン ト を 開 発 し よ う と す る 多 数 の 試 み が 為 さ れ て い る 。 こ れ ら の 「 体 部 間 の 融 合 装 置 」 に
は 、 多 数 の 形 態 の も の が あ る 。 例 え ば 、 よ り 一 般 的 な 設 計 の １ つ は 、 円 筒 状 イ ン プ ラ ン ト
の 形 態 を し た も の が あ る 。 こ う し た 型 式 の イ ン プ ラ ン ト は 、 バ ッ グ ビ ィ （ Bagby） へ の 米
国 特 許 第 4,501,269号 、 ブ ラ ン テ ィ ガ ン （ Brantigan） へ の 米 国 特 許 第 4,878,915号 、 レ イ
（ Ray） へ の 米 国 特 許 第 4,961,740号 、 同 第 5,055,104号 、 ミ チ ェ ル ソ ン （ Michelson） へ の
米 国 特 許 第 5,015,247号 の 特 許 に 開 示 さ れ て い る 。 レ イ 、 ブ ラ ン テ ィ ガ ン 、 及 び ミ チ ェ ル
ソ ン の 特 許 に 示 さ れ た よ う に 、 こ う し た 円 筒 状 の イ ン プ ラ ン ト に お い て 、 体 部 間 の 融 合 装
置 の 挿 入 を 容 易 に し 得 る よ う に 円 筒 体 の 外 側 部 分 に ね じ を 設 け る こ と が で き る 。 代 替 例 に
お い て 、 融 合 イ ン プ ラ ン ト の 幾 つ か は 、 円 板 間 空 隙 内 に 、 及 び 椎 骨 の 端 板 内 に 押 し 込 む こ
と が で き る よ う な 設 計 と さ れ て い る 。 こ う し た 型 式 の 装 置 は 、 ブ ラ ン テ ィ ガ ン へ の 米 国 特
許 第 4,743,256号 、 同 第 4,834,757号 、 同 第 5,192,327号 に 代 表 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 体 部 間 の 融 合 装 置 は 、 一 般 に 、 ２ つ の 基 本 的 な 種 類 、 す な わ ち 、 中 実 な イ ン プ ラ ン ト と
、 骨 の 内 部 成 長 を 許 容 す る 設 計 と さ れ た イ ン プ ラ ン ト と に 分 け ら れ る 。 中 実 な イ ン プ ラ ン
ト は 、 米 国 特 許 第 4,878,915号 、 同 第 4,743,256号 、 同 第 4,349,921号 、 同 第 4,714,469号 が
代 表 的 な も の で あ る 。 上 述 し た 残 り の 特 許 は 、 骨 が イ ン プ ラ ン ト を 横 断 す る よ う に 成 長 す
る こ と を 許 容 す る 幾 つ か の 特 徴 を 含 ん で い る 。 骨 の 自 然 の 内 部 成 長 を 促 進 す る 装 置 は 、 よ
り 迅 速 で 且 つ よ り 安 定 的 な 関 節 固 定 を 実 現 す る こ と が 分 か っ た 。 ミ チ ェ ル ソ ン へ の 米 国 特
許 第 5,015,247号 に 記 載 さ れ た 装 置 は 、 円 板 間 空 隙 内 に 挿 入 す る 前 に 、 典 型 的 に 自 然 の 骨
で 充 填 さ れ て い る 、 こ の 中 空 の イ ン プ ラ ン ト の 型 式 の 代 表 例 で あ る 。 こ の イ ン プ ラ ン ト は
、 該 イ ン プ ラ ン ト の 中 空 の 内 部 と 連 通 し 、 こ れ に よ り 、 椎 骨 の 端 板 と イ ン プ ラ ン ト 内 の 骨
又 は 骨 代 替 物 と の 間 に て 組 織 が 成 長 す る た め の 経 路 を 提 供 す る 複 数 の 円 形 の 開 孔 を 有 し て
い る 。 円 板 間 の 空 隙 を 準 備 す る と き 、 こ の 組 織 の 内 部 成 長 を 促 進 し 得 る よ う に 、 端 板 は 増
殖 す る 骨 ま で 縮 小 さ せ る こ と が 好 ま し い 。 融 合 す る 間 に 、 ミ チ ェ ル ソ ン の イ ン プ ラ ン ト に
よ り 提 供 さ れ る 金 属 構 造 体 は 、 融 合 す べ き 動 作 部 分 の 開 通 性 及 び 安 定 性 を 保 つ 働 き を す る
。 更 に 、 関 節 固 定 が 為 さ れ た な ら ば 、 イ ン プ ラ ン ト 自 体 が 、 中 実 な 骨 質 量 に 対 す る 一 種 の
ア ン カ ー と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 骨 の 内 部 成 長 を 許 容 す る 設 計 と さ れ た も う １ つ の 体 部 間 の 融 合 装 置 は 、 図 １ に 図 示 さ れ
て い る 。 こ の 装 置 は 、 そ の 開 示 内 容 を 引 用 し て 本 明 細 書 に 含 め た 、 1995年 3月 27日 付 け で
出 願 さ れ た 米 国 特 許 願 第 08／ 411,017号 に 記 載 さ れ 且 つ 保 護 が 求 め ら れ て い る 。 １ つ の 実
施 の 形 態 に お い て 、 本 発 明 は 、 隣 接 す る 椎 骨 間 に て 正 常 の 角 度 関 係 を 復 旧 し 得 る 形 態 と さ
れ た 中 空 の ね じ 付 き の 体 部 間 の 融 合 装 置 １ ０ を 対 象 と す る も の で あ る 。 特 に 、 図 １ に 図 示
し た よ う な 装 置 １ ０ は 、 細 長 い 本 体 １ １ を 備 え て お り 、 該 本 体 は 、 そ の 略 全 長 に 沿 っ て テ
ー パ ー が 付 け ら れ 、 中 空 の 内 部 １ ５ を 画 成 し 、 隣 接 す る 椎 骨 内 の 空 隙 寸 法 よ り も 大 き い 、
前 端 １ ２ に お け る 最 大 外 径 を 有 し て い る 。 中 空 の 内 部 １ ５ は 、 骨 の 成 長 材 料 を 受 け 入 れ 得
る よ う に 、 装 置 の 前 端 １ ２ に て 開 口 し て い る 。 該 本 体 １ １ は 、 テ ー パ ー 付 き の 両 円 筒 状 部
分 を 有 す る 外 面 １ ６ と 、 円 筒 状 部 分 の 間 に て 対 向 し た 一 対 の 平 坦 な テ ー パ ー 付 き 側 面 ２ ２
と を 有 し て い る 。 こ の よ う に 、 端 面 図 で み た と き 、 該 融 合 装 置 は 、 本 体 の 側 部 が 本 体 の 外
径 の 弦 に 沿 っ て 截 頭 円 錐 形 と さ れ た 、 円 筒 状 本 体 の 外 観 を 呈 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 該 円 筒 状 部 分 は 、 隣 接 す る 椎 骨 の 端 板 内 へ の 挿 入 及 び 係 合 を 制 御 す る た め の ね じ １ ８ を
有 し て い る 。 準 備 し た 穴 内 へ の 係 合 を 容 易 に し 得 る よ う に す る た め 、 装 置 １ ０ の 後 端 １ ３
に 開 始 ね じ １ ９ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 融 合 装 置 の 外 面 は 、 １ つ の 実 施 の 形 態 に て 、 下 方
腰 椎 の 正 常 な 前 弯 角 度 に 対 応 し た 角 度 に て そ の 長 さ に 沿 っ て テ ー パ ー が 付 け ら れ て い る 。
ま た 、 該 外 面 に は 、 平 坦 な 側 面 に 画 成 さ れ た 多 数 の 血 管 形 成 開 口 部 ２ ４ 、 ２ ５ と 、 円 筒 状
部 分 に 画 成 さ れ た 、 対 向 す る 一 対 の 細 長 い 骨 の 内 部 成 長 ス ロ ッ ト ２ ７ と が 設 け ら れ て い る
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。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 対 象 と す る 円 板 空 隙 内 に 融 合 装 置 を 埋 め 込 む た め の 種 々 の 外 科 的 方 法 が 開 発 さ れ て い る
。 ガ ー リ ー ・ ミ チ ェ ル ソ ン 医 師 へ の 米 国 特 許 第 5,484,437号 に は 、 か か る 技 術 の １ つ 及 び
そ れ に 関 連 す る 器 具 が 開 示 さ れ て い る 。 こ の 特 許 に よ り 詳 細 に 記 載 さ れ て い る よ う に 、 こ
の 外 科 的 技 術 は 、 隣 接 す る 椎 骨 内 に 押 し 込 ま れ る 一 端 に 歯 を 有 す る 中 空 の ス リ ー ブ を 使 用
す る こ と を 含 む 。 こ れ ら の 歯 及 び ス リ ー ブ は 、 こ の 方 法 の 後 続 の ス テ ッ プ の 間 、 円 板 空 隙
の 高 さ を 保 つ 。 上 記 第 5,484,437号 特 許 の 発 明 の １ つ の 形 態 に 従 い 、 ド リ ル を 中 空 の ス リ
ー ブ に 通 し て 、 デ ィ ス ク 及 び 骨 材 料 を 除 去 し 、 融 合 装 置 用 に 準 備 さ れ た 穴 を 形 成 す る 。 次
に 、 そ の ド リ ル を ス リ ー ブ か ら 除 去 し て 、 挿 入 器 具 を 使 用 し て 融 合 装 置 を 円 板 空 隙 内 に 配
置 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 第 5,484,437号 特 許 に 開 示 さ れ た 方 法 及 び 器 具 の も う １ つ の 形 態 に お い て 、 必 要 な
器 具 の 導 入 を 容 易 に し 得 る よ う に 椎 骨 体 を 付 勢 し て 分 離 さ せ る 貫 入 部 分 を 有 す る 長 い 伸 延
器 具 が 提 供 さ れ る 。 こ の 長 い 伸 延 器 具 は 、 融 合 装 置 に 対 す る 部 位 を 準 備 す べ く 伸 延 器 具 の
外 側 に 沿 っ て 同 心 状 に 進 め ら れ る 穿 孔 工 具 及 び 拡 孔 工 具 の ガ イ ド と し て 機 能 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ミ チ ェ ル ソ ン の 技 術 は 、 融 合 装 置 を 準 備 し 且 つ 挿 入 す る た め の 従 来 の 外 科 的 方 法 に 優 る
顕 著 な 改 良 で あ る 一 方 、 依 然 と し て 改 良 の 必 要 性 は 残 る 。 特 に 、 外 科 手 術 部 位 の 完 全 さ を
保 つ 方 法 及 び 器 具 が 望 ま れ る 。 本 発 明 は 、 こ の 分 野 の こ の 必 要 性 を 対 象 と す る も の で あ る
。
【 発 明 の 開 示 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の １ つ の 形 態 に よ れ ば 、 隣 接 す る 椎 骨 の 間 の 空 隙 内 に 体 部 間 の 融 合 装 置 を 埋 め 込
む た め の ド ラ イ バ 工 具 組 立 体 が 提 供 さ れ る 。 本 体 を 有 す る 融 合 装 置 は 、 対 向 し た 非 円 筒 状
の 側 壁 に よ り 中 断 さ れ た 円 筒 状 外 面 を 有 し 、 該 外 面 は 、 隣 接 す る 椎 骨 内 に ね じ 込 む べ く 形
成 さ れ た 雄 ね じ を 有 し て い る 。 該 工 具 組 立 体 は 、 細 長 い 軸 と 、 該 軸 の 一 端 に 接 続 さ れ た 一
対 の 両 ト ン グ と を 有 す る ド ラ イ バ 工 具 を 備 え て い る 。 こ れ ら の ト ン グ は 、 そ の 間 に て 融 合
装 置 の 両 側 壁 を 受 け 入 れ 得 る よ う に 互 い に 隔 た っ た 位 置 に 配 置 さ れ て い る 。 本 発 明 に 従 い
、 ド ラ イ バ 工 具 取 り 付 け 部 は 、 外 面 と 、 第 一 の 端 部 と 、 第 二 の 端 部 と を 有 す る 本 体 を 備 え
て い る 。 該 本 体 は 、 第 一 の 端 部 に て そ の 外 面 に 対 向 し た 非 円 筒 状 壁 を 画 成 し 、 該 壁 は 、 ド
ラ イ バ 工 具 の ト ン グ の 間 に 締 め 付 け 係 合 可 能 な 形 態 と さ れ て い る 。 該 本 体 は 、 そ の 第 二 の
端 部 か ら 伸 長 す る 対 向 し た フ ラ ン ジ を 更 に 備 え て い る 。 該 対 向 し た フ ラ ン ジ は 、 ド ラ イ バ
工 具 の 取 り 付 け 部 が 上 記 ド ラ イ バ 工 具 に 係 合 し た と き 、 該 ド ラ イ バ 工 具 の 取 り 付 け 部 か ら
融 合 イ ン プ ラ ン ト ま で 推 進 力 を 付 与 し 得 る よ う に そ の 間 の 融 合 イ ン プ ラ ン ト の 側 壁 に 係 合
可 能 な 形 態 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 別 の 形 態 に お い て 、 融 合 装 置 又 は イ ン プ ラ ン ト を 隣 接 す る 椎 骨 の 間 に 埋 め 込 む
べ く 対 象 と す る 円 板 空 隙 を 準 備 す る 方 法 が 提 供 さ れ る 。 こ の 技 術 に お い て 、 外 側 ス リ ー ブ
を 有 す る 腹 腔 鏡 が 提 供 さ れ 、 該 外 側 ス リ ー ブ の 一 端 に 対 向 す る 伸 長 部 を 有 し 、 ま た 、 外 側
ス リ ー ブ の 他 端 に 係 合 し た 腹 腔 鏡 ポ ー ト を 有 し 、 該 腹 腔 鏡 ポ ー ト は 、 多 数 の シ ー ル を 有 し
、 対 向 し た 伸 長 部 は 、 隣 接 す る 椎 骨 の 伸 延 程 度 を 保 ち 得 る 形 態 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 好 適 な 技 術 は 、 対 象 と す る 円 板 空 隙 と 整 合 さ れ た 患 者 の 皮 膚 に 切 開 部 を 形 成 す る ス テ ッ
プ と 、 円 板 の 輪 を 露 出 さ せ 得 る よ う に そ の 切 開 部 の 下 方 の 組 織 を 収 縮 さ せ る ス テ ッ プ と 、
開 口 部 を 形 成 し 得 る よ う に 円 板 の 輪 に 穿 刺 す る ス テ ッ プ と を 備 え て い る 。 外 側 ス リ ー ブ が
円 板 の 輪 に 接 触 し た 状 態 に て 、 対 向 し た 伸 長 部 分 を 円 板 の 空 隙 内 に 挿 入 し つ つ 、 ポ ー ト が
患 者 の 皮 膚 の 外 側 に 残 る よ う に し て 、 腹 腔 鏡 の 外 側 ス リ ー ブ を こ の 切 開 部 を 通 じ て 進 め る
。 腹 腔 鏡 、 特 に 外 側 ス リ ー ブ は 、 円 板 空 隙 と 患 者 の 外 側 の 腹 腔 鏡 ポ ー ト と の 間 に 保 護 さ れ
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た 作 用 通 路 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 好 適 な 技 術 の 更 な る ス テ ッ プ に お い て 、 多 数 の シ ー ル 及 び 腹 腔 鏡 の 外 側 ス リ ー
ブ を 通 じ て リ ー マ ー を 作 動 さ せ 、 装 置 を 穴 内 に 埋 め 込 む た め 円 板 材 料 及 び 隣 接 す る 椎 骨 に
準 備 さ れ た 穴 が 形 成 さ れ る よ う に す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 外 科 的 技 術 の 最 適 な 実 施 の 形 態 に お い て 、 該 技 術 は 、 患 者 の 皮 膚 の 切 開 部 を 通 じ て 対 象
と す る 円 板 ス ペ ー ス 内 で 円 板 の 輪 を 経 皮 的 に 露 出 さ せ る ス テ ッ プ と 、 該 円 板 の 輪 に 穿 刺 し
て 開 口 部 を 形 成 す る ス テ ッ プ と を 備 え て い る 。 次 に 、 該 切 開 部 及 び 開 口 部 を 通 じ て 伸 延 器
具 を 円 板 空 隙 内 に 挿 入 し 、 対 象 と す る 円 板 空 隙 に 隣 接 す る 椎 骨 を 伸 延 さ せ る 。 次 に 、 対 向
す る 伸 長 部 を 開 口 部 を 通 じ て 円 板 空 隙 内 に 挿 入 し 、 ポ ー ト と 伸 延 器 具 の 先 端 の 間 に 保 護 さ
れ た 作 用 通 路 を 形 成 し つ つ 、 ポ ー ト が 患 者 の 皮 膚 の 外 側 に 残 る よ う に し て 、 切 開 部 を 通 じ
且 つ 伸 延 器 具 の 上 方 に 亙 っ て 腹 腔 鏡 の 外 側 ス リ ー ブ を 導 入 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 そ の 後 の ス テ ッ プ に お い て 、 伸 延 器 具 を 除 去 し 、 腹 腔 鏡 の 多 数 の シ ー ル 及 び 外 側 ス リ ー
ブ を 通 じ て リ ー マ ー を 円 板 空 隙 内 に 進 め て 、 円 板 空 隙 及 び 隣 接 す る 椎 骨 を 拡 孔 し て 融 合 イ
ン プ ラ ン ト 用 に 準 備 さ れ た 穴 を 形 成 す る 。 リ ー マ ー を 腹 腔 鏡 か ら 除 去 し た 後 、 準 備 さ れ た
穴 内 に 多 数 の シ ー ル 及 び 外 側 ス リ ー ブ を 通 じ て 融 合 イ ン プ ラ ン ト を 進 め る こ と が で き る 。
融 合 イ ン プ ラ ン ト が 所 定 位 置 に な っ た な ら ば 、 腹 腔 鏡 を 患 者 か ら 引 き 抜 く こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の １ つ の 形 態 に お い て 、 切 り 換 え ス リ ー ブ の 一 端 が 外 側 ス リ ー ブ の 対 向 す る 指 状
体 を 越 え て 突 出 す る 状 態 に て 、 切 り 換 え ス リ ー ブ を 腹 腔 鏡 の 外 側 ス リ ー ブ 内 に 配 置 し 、 切
り 換 え ス リ ー ブ が 外 側 ス リ ー ブ の 対 向 す る 伸 長 部 を 越 え て 突 出 す る 状 態 に て 外 側 ス リ ー ブ
を 患 者 の 体 内 に 進 め た と き 、 対 象 と す る 円 板 空 隙 に 隣 接 す る 組 織 へ の 創 傷 を 最 小 に し 得 る
よ う に 切 り 換 え ス リ ー ブ の 端 部 に は テ ー パ ー が 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 更 な る 実 施 の 形 態 に お い て 、 ２ つ の 融 合 装 置 を 対 象 と す る 円 板 空 隙 内 に 両 側 方 か ら 配 置
す る た め に 腹 腔 鏡 下 法 が 使 用 さ れ る 。 上 述 し た ス テ ッ プ に 加 え て 、 こ の 外 科 的 技 術 の こ の
実 施 の 形 態 は 、 外 側 ス リ ー ブ の 対 向 す る 伸 長 部 が 円 板 の 輪 の 外 側 と な る 迄 、 腹 腔 鏡 を 引 き
抜 く こ と に よ り 腹 腔 鏡 の 外 側 ス リ ー ブ を 円 板 の 輪 の 第 一 の 開 口 部 か ら 非 着 座 状 態 に す る こ
と を 含 む 。 切 り 換 え ス リ ー ブ が 外 側 ス リ ー ブ 内 の 所 定 位 置 に あ る と き 、 腹 腔 鏡 を 患 者 か ら
除 去 せ ず に 、 該 腹 腔 鏡 を 円 板 空 隙 の 第 二 の 開 口 部 ま で 移 動 さ せ る 。 融 合 イ ン プ ラ ン ト を 受
け 入 れ 得 る よ う に 穴 を 準 備 す る ス テ ッ プ を 繰 り 返 す こ と が で き る 。 １ つ の 特 定 の 実 施 の 形
態 に お い て 、 こ れ ら の ス テ ッ プ は 、 伸 延 器 具 が 第 一 の 開 口 部 内 に 止 ま る 状 態 で 第 二 の 開 口
部 で 行 わ れ る 。 融 合 イ ン プ ラ ン ト を 多 数 の シ ー ル 及 び 外 側 ス リ ー ブ を 通 じ て 第 二 の 準 備 さ
れ た 穴 内 に 進 め た 後 、 別 の 融 合 イ ン プ ラ ン ト を 挿 入 す べ く 腹 腔 鏡 を 第 一 の 開 口 部 に 戻 す こ
と が で き る 。 こ の ス テ ッ プ 中 、 準 備 さ れ た 第 二 の 穴 内 に 保 持 さ れ た 融 合 イ ン プ ラ ン ト は 円
板 空 隙 を 伸 延 状 態 に 保 つ 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の １ つ の 目 的 は 、 密 封 さ れ た 状 態 下 に て 融 合 イ ン プ ラ ン ト を 挿 入 す べ く 円 板 空 隙
を 準 備 す る こ と を 許 容 す る 外 科 的 技 術 及 び そ の 器 具 を 提 供 す る こ と で あ る 。 本 発 明 の 更 に
別 の 目 的 は 、 融 合 装 置 を 埋 め 込 む た め の 腹 腔 鏡 下 技 術 を 具 体 化 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の １ つ の 有 利 な 点 は 、 円 板 空 隙 を 準 備 し 且 つ 融 合 装 置 を 埋 め 込 む の に 必 要 な 全 て
の ス テ ッ プ が 保 護 さ れ た 環 境 内 に て 行 う こ と が で き る 点 で あ る 。 更 に 、 本 発 明 の 技 術 及 び
器 具 は 、 患 者 の 体 内 へ の 侵 襲 を 最 小 に す る こ と を 許 容 し 、 こ の こ と は 、 脊 柱 の 外 科 手 術 に
通 常 、 伴 う 危 険 性 を 最 小 に す る こ と に つ な が る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 そ の 他 の 目 的 及 び 有 利 な 点 は 、 以 下 の 説 明 及 び 添 付 図 面 か ら 理 解 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
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【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 原 理 の 理 解 を 容 易 に す る 目 的 の た め 、 次 に 、 図 面 に 図 示 し た 実 施 の 形 態 に つ い
て 説 明 し 、 そ の 説 明 の た め に 特 定 の 語 を 使 用 す る 。 し か し な が ら 、 こ れ に よ り 本 発 明 の 範
囲 を 何 ら 限 定 す る こ と を 意 図 す る も の で は な く 、 図 示 し た 装 置 の 変 更 及 び 更 な る 改 変 例 、
並 び に 本 明 細 書 に 記 載 し た 本 発 明 の 原 理 の 更 な る 応 用 は 、 本 発 明 が 関 係 す る 技 術 分 野 の 当
業 者 が 通 常 、 案 出 し 得 る も の で あ る と 考 え ら れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 述 し た よ う に 、 図 １ に 図 示 し た １ つ の 体 部 間 の 融 合 装 置 を 円 板 間 空 隙 内 に 埋 め 込 む こ
と が で き る 。 こ の 体 部 間 の 融 合 装 置 １ ０ は 、 図 ２ に 図 示 し た イ ン プ ラ ン ト ド ラ イ バ ５ ０ を
使 用 し て 埋 め 込 む こ と が で き る 。 該 イ ン プ ラ ン ト ド ラ イ バ ５ ０ は 、 軸 ５ １ と 、 該 軸 の 周 り
で 同 心 状 に 配 置 さ れ た ス リ ー ブ ５ ２ と か ら 成 っ て い る 。 埋 め 込 む た め に 体 部 間 の 融 合 装 置
１ ０ を 把 持 し 得 る よ う に 軸 の 一 端 に ト ン グ ５ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 該 ト ン グ は 、 テ ー パ ー
付 き 外 面 ５ ５ と 、 図 ３ 、 図 ４ に 図 示 し た 体 部 間 の 融 合 装 置 の 截 頭 円 錐 形 の 側 壁 ２ ２ に 係 合
可 能 と さ れ た 、 反 対 側 の 平 坦 な 内 面 ５ ６ と を 有 す る こ と が 好 ま し い 。 テ ー パ ー 付 き 外 面 ５
５ は 、 該 ト ン グ ５ ４ が 本 体 壁 １ ６ の 円 筒 状 形 状 の 全 体 を 略 完 成 さ せ 得 る よ う に 装 置 １ ０ の
中 断 し た ね じ 部 分 １ ８ の 根 元 直 径 に 適 合 す る こ と が 最 も 好 ま し い 。 ト ン グ の テ ー パ ー 付 き
外 面 ５ ５ が 適 合 す る こ と は 、 外 面 ５ ５ が 椎 骨 の 端 板 の タ ッ プ 穴 内 に 位 置 す る こ と に な る か
ら 、 体 部 間 の 融 合 装 置 １ ０ の ね じ 挿 入 を 容 易 に す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ト ン グ ５ ４ の 各 々 に は 、 相 互 係 止 す る 指 状 体 ５ ８ と 、 図 ４ に 最 も 明 確 に 図 示 し た 内 面 ５
６ か ら 伸 長 す る 推 進 突 起 ５ ９ と を 設 け る こ と が で き る 。 再 度 、 図 ２ を 参 照 す る と 、 軸 ５ １
は 、 対 の ト ン グ ５ ４ の 各 々 を 支 持 す る ヒ ン ジ ス ロ ッ ト ６ ２ を 画 成 す る 。 該 ヒ ン ジ ス ロ ッ ト
６ ２ は 、 ト ン グ が そ の 間 に 融 合 装 置 １ ０ を 受 け 入 れ る の に 十 分 に 隔 た っ た 、 自 然 偏 倚 し た
位 置 と な る よ う な 形 態 と さ れ て い る 。 軸 ５ １ は 、 ヒ ン ジ 付 き ス ロ ッ ト ６ ２ と ト ン グ ５ ４ の
各 々 と の 間 に 円 錐 形 の テ ー パ ー 部 分 ６ ３ を 画 成 す る 。 こ の 円 錐 形 の テ ー パ ー 付 き 部 分 は 、
ス リ ー ブ ５ ２ の 内 壁 に 画 成 さ れ た 円 錐 形 の 面 取 り 部 分 ６ ７ に 適 合 す る 。 こ の た め 、 ス リ ー
ブ ５ ２ を ト ン グ ５ ４ に 向 け て 進 め た と き 、 円 錐 形 の 面 取 り 部 分 ６ ７ は 円 錐 形 の テ ー パ ー 付
き 部 分 ６ ３ に 当 接 し 、 ヒ ン ジ ス ロ ッ ト ６ ２ を 閉 じ る す な わ ち 圧 縮 す る 。 こ の よ う に し て 、
ト ン グ ５ ４ は 、 互 い の 方 向 に 押 さ れ 且 つ ト ン グ の 間 に 配 置 さ れ た 体 部 間 の 融 合 装 置 と 把 持
係 合 す る 状 態 に 押 し 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 軸 ５ １ 及 び ス リ ー ブ ５ ２ に は 、 ね じ 付 き 相 互 接 続 面 ６ ５ が 設 け ら れ て お り 、 該 相 互 接 続
面 ６ ５ は 、 ス リ ー ブ ５ ２ を 軸 の 長 さ に 沿 っ て 上 下 に ね じ 込 む こ と を 可 能 に す る 。 具 体 的 に
は 、 ね じ 付 き 相 互 接 触 面 ６ ５ は 、 軸 ５ １ に 形 成 さ れ た 雄 ね じ と 、 ス リ ー ブ ５ ２ に 形 成 さ れ
た 雌 ね じ と を 有 し て お り 、 ス リ ー ブ が イ ン プ ラ ン ト の ド ラ イ バ ５ ０ を 上 下 に 容 易 に 動 か し
得 る よ う に こ れ ら の ね じ ピ ッ チ は 等 し い 。 ま た 、 軸 ５ １ に は 、 一 対 の ス ト ッ パ ６ ９ も 設 け
ら れ て お り 、 該 一 対 の ス ト ッ パ ６ ９ は 、 体 部 間 の 融 合 装 置 １ ０ を 受 け 入 れ る の に 十 分 な 距
離 だ け ト ン グ ５ ４ が 分 離 す る の を 許 容 す る の に 必 要 な 程 度 に ス リ ー ブ ５ ２ の 後 方 へ の 動 作
を 制 限 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 イ ン プ ラ ン ト ド ラ イ バ ５ ０ の 使 用 状 態 が 図 ３ 、 図 ４ に 関 し て 図 示 さ れ て い る 。 図 ３ か ら
理 解 し 得 る よ う に 、 ト ン グ ５ ４ の 外 面 ５ ５ は 、 中 断 し た ね じ １ ８ の 根 元 直 径 と 略 面 一 と な
る 位 置 に あ る 。 図 ４ に 図 示 す る よ う に 、 相 互 係 止 す る 指 状 体 ５ ８ は 、 截 頭 円 錐 形 の 側 壁 ２
２ の 各 々 に お け る 血 管 形 成 開 口 部 ２ ４ に 嵌 ま り 得 る よ う な 配 置 と す る こ と が で き る 。 同 様
の 方 法 に て 、 推 進 突 起 ５ ９ は 、 円 錐 形 本 体 １ １ の 前 端 １ ２ に て 推 進 工 具 の ス ロ ッ ト ２ ９ に
係 合 す る 。 相 互 係 止 す る 指 状 体 ５ ８ 及 び 推 進 突 起 ５ ９ の 組 合 せ 体 は 、 体 部 間 の 融 合 装 置 １
０ に 確 実 に 係 合 し 、 こ の た め 、 該 装 置 を 椎 骨 の タ ッ プ 穴 又 は 非 タ ッ プ 開 口 部 内 に ね じ 込 む
こ と が で き る 。 こ の 実 施 の 形 態 に お い て 、 ト ン グ ５ ４ は 、 融 合 装 置 １ ０ に 係 合 し 、 こ の 装
置 に ね じ 込 み 力 又 は 回 転 力 を 付 与 し 得 る 形 態 と さ れ て い る 。 埋 め 込 む べ き 融 合 装 置 の 構 造
に 依 存 し て 、 ト ン グ は そ の 他 の 形 態 と す る こ と も 可 能 で あ る こ と を 理 解 す べ き で あ る 。
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【 ０ ０ ２ ７ 】
　 イ ン プ ラ ン ト ド ラ イ バ の １ つ の 代 替 的 な 実 施 の 形 態 が 図 ５ に 図 示 さ れ て い る 。 該 ド ラ イ
バ ９ ０ は 、 患 者 の 外 側 か ら 円 板 間 空 隙 内 に 達 す る の に 十 分 な 長 さ を 有 す る 軸 ９ １ を 備 え て
い る 。 対 向 し た 一 対 の ト ン グ ９ ３ を 画 成 す る ヘ ッ ド が 軸 ９ １ の 端 部 に 接 続 さ れ て お り 、 該
ト ン グ の 各 々 は 、 融 合 装 置 １ ０ の 平 坦 な 截 頭 円 錐 形 の 側 壁 ２ ２ に 面 一 に 接 触 し 得 る 形 態 と
さ れ て い る 。 上 述 し た イ ン プ ラ ン ト ド ラ イ バ ５ ０ の ト ン グ ５ ４ と 同 様 に 、 該 ト ン グ の 外 面
は 、 装 置 の 円 筒 状 の ね じ 付 き 部 分 に 対 応 し 得 る よ う に 円 筒 状 を し て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 イ ン プ ラ ン ト ド ラ イ バ ５ ０ と 異 な り 、 図 ５ の 実 施 の 形 態 の ド ラ イ バ ９ ０ は 、 拡 張 す る コ
レ ッ ト 組 立 体 を 使 用 し て 融 合 装 置 １ ０ を 確 実 に 把 持 し て 体 内 に 挿 入 し 得 る よ う に す る 。 具
体 的 に は 、 ヘ ッ ド ９ ２ は 、 貫 通 す る よ う に 形 成 さ れ た 中 央 の コ レ ッ ト 穴 ９ ５ を 有 す る コ レ
ッ ト ９ ４ を 画 成 す る 。 該 コ レ ッ ト ９ ４ は 、 環 状 フ ラ ン ジ ９ ６ に て 終 わ っ て お り 、 該 環 状 フ
ラ ン ジ ９ ６ は 、 少 な く と も 最 初 は 、 融 合 装 置 １ ０ の 端 部 １ ２ の 内 径 よ り も 僅 か に 小 さ い 直
径 を 有 し て い る 。 拡 張 器 の 軸 ９ ７ が コ レ ッ ト の 穴 を 貫 通 し て 摺 動 可 能 に 伸 長 し 、 ま た 、 該
拡 張 器 の 軸 ９ ７ は 、 環 状 フ ラ ン ジ ９ ６ に 隣 接 し 且 つ 該 環 状 フ ラ ン ジ を 丁 度 、 越 え る 位 置 に
配 置 さ れ た 拡 っ た 先 端 ９ ８ を 有 し て い る 。 拡 張 器 の 軸 ９ ７ の こ の 拡 っ た 先 端 ９ ８ は 、 コ レ
ッ ト 穴 ９ ５ 内 を 摺 動 し 得 る 寸 法 と さ れ た 直 径 か ら 開 始 し て 、 こ の 穴 よ り も 大 き い 直 径 ま で
漸 進 的 に 拡 が る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 イ ン プ ラ ン ト ド ラ イ バ ９ ０ は 、 軸 ９ １ に 画 成 さ れ た 穴 １ ０ ０ 内 に 摺 動 可 能 に 配 置 さ れ た
プ ー ラ ー 軸 ９ ９ を 更 に 備 え て い る 。 該 プ ー ラ ー 軸 ９ ９ は 、 そ の 端 部 に 係 止 チ ャ ン バ １ ０ １
を 有 し て お り 、 該 係 止 チ ャ ン バ は 、 拡 張 器 の 軸 ９ ７ の 端 部 に 形 成 さ れ た 回 り 止 め ハ ブ １ ０
２ に 係 合 す る 。 プ ー ラ ー 軸 ９ ９ は 、 外 科 医 が ア ク セ ス し 得 る よ う に 軸 ９ １ の 端 部 を 越 え て
突 出 し て い る 。 プ ー ラ ー 軸 ９ ９ を 引 っ 張 れ ば 、 、 該 プ ー ラ ー 軸 は 拡 張 器 の 軸 ９ ７ を コ レ ッ
ト ９ ４ の 環 状 フ ラ ン ジ ９ ６ か ら 離 れ る 方 向 に 引 っ 張 り 、 こ の た め 、 拡 っ た 先 端 ９ ８ は コ レ
ッ ト の 穴 ９ ５ 内 に 漸 進 的 に 係 合 す る 。 先 端 ９ ８ が 穴 ９ ５ 内 に 更 に 進 む と 、 環 状 フ ラ ン ジ ９
６ は 、 そ の 最 初 の 直 径 か ら 融 合 装 置 １ ０ の 内 側 と 確 実 に 把 持 接 触 す る の に 十 分 な よ り 大 き
い 第 二 の 直 径 ま で 拡 張 す る 。 こ の よ う に 、 融 合 装 置 が 係 合 し た と き 、 イ ン プ ラ ン ト ド ラ イ
バ を 使 用 し て 装 置 １ ０ を 外 科 手 術 部 位 内 に 挿 入 す る こ と が で き 、 そ の 後 、 拡 張 器 の 軸 は コ
レ ッ ト の 穴 を 越 え る 位 置 に 進 め 、 平 坦 な 先 端 、 従 っ て 融 合 装 置 を 解 放 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 特 定 の 環 境 に お い て 、 融 合 装 置 １ ０ を 円 板 空 隙 内 に 更 に 深 く 押 し 込 む こ と が 必 要 な 場 合
が あ る 。 イ ン プ ラ ン ト ド ラ イ バ ５ ０ 又 は ９ ０ の 何 れ か 一 方 が 融 合 装 置 に 係 合 し た な ら ば 、
該 装 置 は 、 円 板 空 隙 内 に 更 に 深 く 容 易 に 進 め る こ と が で き る 。 し か し な が ら 、 イ ン プ ラ ン
ト ド ラ イ バ を 除 去 し 、 そ の 後 、 融 合 装 置 を 再 位 置 決 め す る 必 要 が あ る こ と が 分 か っ た な ら
ば 、 ２ つ の イ ン プ ラ ン ト ド ラ イ バ の ト ン グ ５ ４ 、 ９ ３ の 可 撓 性 の 性 質 の た め 、 こ の と き 埋
め 込 ま れ て い る 融 合 装 置 を 再 度 取 り 出 す こ と は 困 難 で あ る 。 か か る 困 難 性 を 緩 和 す る た め
、 図 ６ に 図 示 す る よ う に 、 推 進 工 具 の 取 り 付 け 部 １ ２ ０ が 提 供 さ れ る 。 該 推 進 工 具 の 取 り
付 け 部 １ ２ ０ は 、 第 一 の 端 部 １ ２ ２ と 、 反 対 側 の 第 二 の 端 部 １ ２ ３ と を 有 す る 本 体 １ ２ １
を 備 え て い る 。 融 合 イ ン プ ラ ン ト と 同 様 に 、 推 進 工 具 の 取 り 付 け 部 １ ２ ０ の 本 体 １ ２ １ は
、 円 筒 状 部 分 １ ２ ５ と 、 対 向 す る 平 坦 な 側 部 分 １ ２ ６ と を 備 え て い る 。 こ の 対 向 す る 側 部
分 １ ２ ６ は 、 上 記 の 推 進 工 具 ５ ０ 又 は ９ ０ の ト ン グ が 係 合 可 能 な 形 態 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 推 進 工 具 の 取 り 付 け 部 １ ２ ０ は 、 対 向 す る 一 対 の フ ラ ン ジ １ ３ ０ を 端 部 １ ２ ３ に 備 え て
い る 。 該 フ ラ ン ジ １ ３ ０ は 、 イ ン プ ラ ン ト ド ラ イ バ ５ ０ 、 ９ ０ の ト ン グ が 行 う の と 同 様 の
方 法 に て 、 融 合 イ ン プ ラ ン ト １ ０ の 対 向 す る 平 坦 面 １ ２ ２ に 係 合 可 能 な 形 態 と さ れ て い る
。 ま た 、 該 端 部 １ ２ ３ は 、 イ ン プ ラ ン ト １ ０ の 端 部 の 開 口 部 に 挿 入 可 能 な 形 態 と さ れ た ボ
ス １ ３ １ も 備 え て い る （ 図 ７ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 使 用 時 、 推 進 工 具 の 取 り 付 け 部 １ ２ ０ に は 、 図 ７ に 図 示 す る よ う に 、 ト ン グ が 平 坦 面 １
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２ ６ を 確 実 に 把 持 す る 状 態 に て 推 進 工 具 ５ ０ 又 は ９ ０ の 一 方 が 係 合 す る こ と が で き る 。 次
に 、 こ の 推 進 工 具 の 取 り 付 け 部 は 、 フ ラ ン ジ １ ３ ０ が そ の 空 隙 を 横 断 す る よ う に 方 向 決 め
さ れ た 状 態 に て 、 円 板 空 隙 内 に 進 め 、 融 合 装 置 １ ０ の 平 坦 面 ２ ２ と 容 易 に 相 互 に 接 続 し 得
る よ う に す る こ と が で き る 。 推 進 工 具 の 取 り 付 け 部 １ ２ ０ が 適 正 に 整 合 さ れ た な ら ば 、 ボ
ス １ ３ １ は 、 融 合 装 置 の 前 端 １ ２ に て 中 空 の 開 口 部 １ ５ 内 に 突 出 し 、 フ ラ ン ジ １ ３ ０ は 装
置 の 対 向 す る 平 坦 面 ２ ２ に 係 合 す る 。 次 に 、 融 合 イ ン プ ラ ン ト が 主 た る 推 進 工 具 と 直 接 、
係 合 し て い る か の よ う に 、 推 進 工 具 を 回 転 さ せ る こ と が で き る 。 こ の 取 り 付 け 部 は 、 回 転
駆 動 力 を イ ン プ ラ ン ト １ ０ に 容 易 に 伝 達 し 、 イ ン プ ラ ン ト を 円 板 空 隙 内 に よ り 深 く ね じ 込
む か 又 は 該 イ ン プ ラ ン ト 円 板 空 隙 内 に 引 っ 込 め て 戻 す こ と が で き る 。 推 進 工 具 の 取 り 付 け
部 １ ２ ０ に よ り 提 供 さ れ る １ つ の 特 別 な 有 利 な 点 は 、 外 科 手 術 部 位 に 挿 入 す る 前 に 、 ２ つ
の 推 進 工 具 ５ ０ 、 ９ ０ の 比 較 的 可 撓 性 の ト ン グ を 取 り 付 け 部 １ ２ ０ に 既 に 係 合 さ せ る こ と
が 可 能 な 点 で あ る 。 こ の こ と は 、 多 数 の 無 駄 な 要 素 を 不 要 に し て 、 イ ン プ ラ ン ト が 既 に 円
板 空 隙 内 の 所 定 位 置 に あ る と き 、 ト ン グ が イ ン プ ラ ン ト １ ０ を 確 実 に 把 持 し 得 な い と い う
虞 れ を 解 消 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 発 明 の 更 な る 形 態 に よ れ ば 、 装 置 １ ０ の よ う な 体 部 間 の 融 合 装 置 を 具 体 化 す る ２ つ の
方 法 が 考 え ら れ る 。 第 一 に 、 図 ８ （ ａ ） 乃 至 図 ８ （ ｄ ） を 参 照 す る と 、 前 方 ア プ ロ ー チ 法
が 図 示 さ れ て い る 。 準 備 的 な ス テ ッ プ と し て 、 融 合 装 置 を 埋 め 込 む た め 、 好 ま し く は 両 側
向 か ら 埋 め 込 む た め の 適 当 な 開 始 点 を 位 置 決 め す る こ と が 必 要 で あ る 。 前 方 ア プ ロ ー チ 法
の 第 一 の ス テ ッ プ に お い て 、 伸 延 器 具 ７ ５ を 椎 骨 端 板 Ｅ の 間 に 配 置 し 、 Ｌ ４ － Ｌ ５ 又 は Ｌ
４ － Ｓ １ の 円 板 空 隙 を 拡 張 さ せ る 。 （ 勿 論 、 こ の 方 法 は 、 そ の 他 の 椎 骨 位 置 に も 適 用 可 能
で あ る こ と が 理 解 さ れ る ） 。 図 ８ （ ｂ ） に 図 示 し た 第 二 の ス テ ッ プ に お い て 、 外 側 ス リ ー
ブ ７ ６ を 円 板 空 隙 の 周 り に 配 置 す る 。 該 外 側 ス リ ー ブ ７ ６ は 、 椎 骨 体 の 前 方 部 分 に 確 実 に
係 合 す る が 、 一 時 的 に 、 外 側 ス リ ー ブ ７ ６ を 所 定 位 置 に 固 着 し 得 る 形 態 と す る こ と が で き
る 。 要 す る に 、 こ の 外 側 ス リ ー ブ ７ ６ は 、 こ の ア プ ロ ー チ 方 法 に 対 す る 作 用 通 路 と し て 機
能 す る 。 図 ８ （ ｂ ） の ス テ ッ プ に お い て 、 公 知 の 設 計 の ド リ ル ７ ７ は 外 側 ス リ ー ブ を 貫 通
し て 伸 長 し 、 こ の ド リ ル を 使 用 し て 、 隣 接 す る 椎 骨 体 に 円 形 の 開 口 部 を 穿 孔 す る 。 こ れ ら
の 開 口 部 は 融 合 装 置 １ ０ の ね じ 込 み 挿 入 を 容 易 に し 得 る よ う に タ ッ ピ ン グ す る こ と も で き
る が 、 こ の ス テ ッ プ は 不 要 で も あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ８ （ ｃ ） に 図 示 し た 次 の ス テ ッ プ に お い て 、 融 合 装 置 １ ０ に は 、 イ ン プ ラ ン ト ド ラ イ
バ ５ ０ が 係 合 し 、 該 融 合 装 置 は 、 開 始 ね じ １ ９ が 骨 の 開 口 部 に 接 触 す る 迄 、 外 側 ス リ ー ブ
７ ６ を 貫 通 し て 伸 長 す る 。 次 に 、 イ ン プ ラ ン ト ド ラ イ バ ５ ０ を 使 用 し て 、 融 合 装 置 を 椎 骨
端 板 Ｅ に 形 成 さ れ た タ ッ プ 開 口 部 又 は 非 タ ッ プ 開 口 部 内 に ね じ 込 む こ と が で き る 。 こ の ス
テ ッ プ に お い て 、 装 置 １ ０ の 前 端 １ ２ に て 推 進 工 具 の ス ロ ッ ト ２ ９ に 係 合 可 能 な 形 態 と さ
れ た ス ク リ ュ ー ド ラ イ バ の よ う な そ の 他 の 適 当 な 推 進 工 具 を 使 用 す る こ と も で き る こ と が
理 解 さ れ る 。 融 合 装 置 １ ０ の 挿 入 程 度 に よ り 、 追 加 す べ き か 、 又 は 椎 骨 の 位 置 に 戻 す べ き
脊 柱 前 湾 の 程 度 が 決 ま る 。 最 終 的 な ス テ ッ プ に て 、 融 合 装 置 １ ０ が 所 定 位 置 に 残 る よ う に
し て 、 イ ン プ ラ ン ト ド ラ イ バ を 除 去 す る 。 一 旦 、 埋 め 込 ん だ な ら ば 、 閉 じ た 後 端 １ ３ が 椎
骨 の 後 方 部 分 に 向 け て 方 向 決 め さ れ る 。 中 空 の 内 部 １ ５ は そ の 前 端 １ ２ に て 開 口 し て い る
が 、 必 要 で あ る な ら ば 、 プ ラ ス チ ッ ク 又 は 金 属 材 料 で 閉 じ る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ９ （ ａ ） 乃 至 図 ９ （ ｄ ） に 図 示 し た 本 発 明 の 第 二 の 方 法 に お い て 、 後 方 ア プ ロ ー チ 法
が 具 体 化 さ れ る 。 こ の 後 方 ア プ ロ ー チ 法 の 最 初 の ２ つ の ス テ ッ プ は 、 伸 延 器 具 ７ ５ 、 外 側
ス リ ー ブ ７ ６ 及 び ド リ ル ７ ７ が 器 具 が 使 用 さ れ る 動 作 部 分 の 後 方 か ら 導 入 さ れ る 点 を 除 い
て 、 従 来 の 前 方 ア プ ロ ー チ 法 の ス テ ッ プ と 同 様 の も の で あ る 。 こ の ア プ ロ ー チ 法 は 、 外 側
ス リ ー ブ ７ ６ を 受 け 入 れ 得 る よ う に 剥 皮 し 且 つ 椎 骨 を 除 去 す る こ と を 必 要 と す る 。 こ の 方
法 の 第 三 の ス テ ッ プ に お い て 、 融 合 装 置 １ ０ は 外 側 ス リ ー ブ ７ ６ を 通 じ て 拡 張 し た 円 板 空
隙 内 に 挿 入 す る 。 こ の 円 板 空 隙 は 、 截 頭 円 錐 形 の 側 壁 ２ ２ が 椎 骨 端 板 Ｅ の 方 向 を 直 接 向 い
た 状 態 に て 、 イ ン プ ラ ン ト を 受 け 入 れ る の に 必 要 な 程 度 、 拡 張 さ せ る こ と が 好 ま し い こ と
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が 理 解 さ れ る 。 こ の た め 、 図 ９ （ ｃ ） に 図 示 す る よ う に 、 骨 内 部 成 長 ス ロ ッ ト ２ ７ は 、 そ
の 最 終 的 な 埋 め 込 み 位 置 に て 予 想 さ れ る よ う に 、 頭 頂 方 向 で は な く て 側 方 を 向 い て い る 。
融 合 装 置 １ ０ を 外 側 ス リ ー ブ ７ ６ を 通 じ て 円 板 間 の 空 隙 内 に 突 き 出 す た め 適 当 な 推 進 工 具
８ ０ を 設 け る こ と が で き る 。 １ つ の 実 施 の 形 態 に お い て 、 該 推 進 工 具 ８ ０ は 、 融 合 装 置 １
０ の 後 端 １ ３ に て 端 部 壁 に 形 成 さ れ た ス ロ ッ ト 開 口 部 に 係 合 可 能 な 形 態 と さ れ た 突 起 ８ １
を 備 え て い る 。 雌 ね じ （ 図 示 せ ず ） を 使 用 し て 装 置 １ ０ を ド ラ イ バ ８ ０ に 固 定 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 椎 骨 の 枢 動 軸 線 Ｐ に 対 し 適 切 な 深 さ ま で 融 合 装 置 １ ０ を 円 板 間 の 空 隙 内 に 進 め た な ら ば
、 推 進 工 具 ８ ０ を 使 用 し て イ ン プ ラ ン ト を 図 ９ （ ｃ ） の 回 転 矢 印 Ｒ の 方 向 に 回 転 さ せ る 。
推 進 工 具 ８ ０ が 回 転 す れ ば 、 こ の 装 置 自 体 が 回 転 し 、 こ の た め 中 断 し た ね じ １ ８ は 端 板 Ｅ
か ら 椎 骨 内 に 切 り 込 み 始 め る 。 こ の よ う に し て 、 イ ン プ ラ ン ト は 、 図 ９ （ ｃ ） の 方 向 の 拡
が る 矢 印 Ｓ の 方 向 に 向 け て 隣 接 す る 椎 骨 を 分 離 す る カ ム と し て 機 能 す る 。 こ の カ ム 作 用 ア
プ ロ ー チ 法 は 、 イ ン プ ラ ン ト を 椎 骨 内 に 係 止 す る に は １ 回 の 回 転 で 済 む 点 に て 、 図 ８ （ ａ
） 乃 至 図 ８ （ ｄ ） の 前 方 ア プ ロ ー チ 法 よ り も 多 少 よ り 容 易 な 挿 入 方 法 で あ る 。 一 方 、 前 方
ア プ ロ ー チ 法 の 上 述 し た ね じ 挿 入 技 術 は 、 所 定 位 置 に 連 続 的 に 装 置 を ね じ 込 む こ と が 必 要
と な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 前 方 ア プ ロ ー チ 法 （ 図 ８ （ ａ ） 乃 至 図 ８ （ ｄ ） ） 又 は 後 方 ア プ ロ ー チ 法 （ 図 ９ （ ａ ） 乃
至 図 ９ （ ｄ ） ） の 何 れ の 場 合 で も 、 隣 接 す る 椎 骨 に 対 す る 融 合 装 置 １ ０ の 位 置 は 、 椎 骨 間
の 角 度 関 係 を 設 定 し 得 る よ う に 放 射 線 撮 影 又 は そ の 他 の 適 当 な 技 術 に よ り 確 認 す る こ と が
で き る 。 こ れ と 代 替 的 に イ ン プ ラ ン ト の 好 適 な 挿 入 深 さ を 事 前 に 設 定 し 、 イ ン プ ラ ン ト が
椎 骨 の 間 に 配 置 さ れ る と き に 患 者 の 外 部 か ら 測 定 す る こ と が で き る 。 融 合 装 置 の 挿 入 深 さ
は 、 イ ン プ ラ ン ト ド ラ イ バ ５ ０ 、 ９ ０ 又 は ８ ０ に 付 さ れ た 深 さ 標 識 （ 図 示 せ ず ） を 使 用 し
て 確 認 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 発 明 の 外 科 的 技 術 の 別 の 実 施 の 形 態 に お い て 、 対 象 と す る 円 板 空 隙 に 向 け ら れ た 器 具
及 び イ ン プ ラ ン ト に 対 し て 密 封 し 且 つ 保 護 さ れ た 通 路 を 提 供 す べ く 腹 腔 鏡 技 術 が 使 用 さ れ
る 。 こ の 発 明 の 方 法 の １ つ の 形 態 に 従 い 、 Ｌ ５ － Ｓ １ 動 作 部 分 に 対 す る 前 方 ア プ ロ ー チ 法
が 図 示 さ れ て い る 。 勿 論 、 適 当 な 状 態 下 に て 異 な る 椎 骨 位 置 に て 又 は 後 方 ア プ ロ ー チ 法 に
て 、 以 下 に 説 明 す る こ う し た 技 術 及 び 器 具 と 同 一 の も の を 使 用 す る こ と が 可 能 で あ る こ と
が 理 解 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 １ ０ に 図 示 す る よ う に 、 本 発 明 の 技 術 は 、 小 さ い 切 開 部 分 １ ４ ０ を 形 成 す る こ と と 、
好 ま し く は 、 通 気 針 を 腹 腔 孔 内 に 挿 入 す る こ と と を 含 む 。 外 科 手 術 部 位 の 視 覚 化 に 役 立 ち
得 る よ う に 、 好 ま し く は 約 15ｍ ｍ の 水 銀 柱 圧 力 ま で 流 体 を 通 気 針 を 通 じ て 腹 腔 内 に 導 入 す
る 。 腹 腔 鏡 の 最 初 の ポ ー ト １ ４ １ は 、 長 さ 10ｍ ｍ の 中 間 線 に て 臍 か ら ５ 乃 至 10ｃ ｍ の 頭 方
向 の 位 置 に 配 置 す る 。 腹 腔 は 視 覚 的 に 診 査 し 、 患 者 は 急 角 度 の ト ラ ン デ レ ン ブ ル グ （ Tran
delenburg） 位 置 に す る 。 融 合 す べ き １ つ 又 は 複 数 の 位 置 と 反 対 側 の 食 道 胃 血 管 の 丁 度 、
側 方 向 に ２ つ の 作 用 ポ ー ト １ ４ ２ 、 １ ４ ３ が 配 置 さ れ る と き 、 内 視 鏡 に よ り 腹 腔 壁 の 像 を
得 る 。 こ れ ら の ポ ー ト は 互 い に 直 接 対 向 す る 位 置 か ら 僅 か に ず ら す こ と が 都 合 が い い と 考
え ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ の 好 適 な 方 法 は 、 リ ト ラ ク タ ー を ポ ー ト １ ４ ２ 、 １ ４ ３ を 通 じ て 挿 入 す る こ と を 続 け
る 。 該 リ ト ラ ク タ ー は 、 骨 盤 か ら 上 方 の 小 腸 を 掃 引 す る た め に 使 用 す る こ と が で き る 。 ま
た 、 Ｓ 字 結 腸 の 腸 も 骨 盤 か ら 引 き 出 し 、 左 側 の フ ァ ン リ ト ラ ク タ ー に よ り 側 方 に 保 持 す る
。 Ｌ ５ － Ｓ １ の 接 合 部 に て 融 合 す る た め 、 こ の 点 に て 仙 骨 の 岬 角 及 び 急 斜 面 を 容 易 に 確 認
す る こ と が で き る 。 次 に 、 Ｌ ５ － Ｓ １ 円 板 空 隙 の 上 方 に あ る 後 方 腹 膜 を 所 望 の 露 出 状 態 と
な る よ う に 内 視 鏡 鋏 を 使 用 し て 長 手 方 向 に 切 開 す る 。 対 向 す る 扇 リ ト ラ ク タ ー を 鋭 利 で な
い 切 開 器 具 と し て 使 用 す る こ と に よ り 、 壁 側 腹 膜 の 下 方 に あ る 柔 軟 な 組 織 を 側 方 に 拭 き 払

10

20

30

40

50

(9) JP 2006-187633 A 2006.7.20



っ て 、 前 方 の Ｌ ５ － Ｓ １ の 円 板 の 輪 を 両 側 方 向 に 露 出 さ せ る こ と が で き る 。 円 板 を 通 る 仙
骨 の 動 脈 及 び 静 脈 は 止 血 ク リ ッ プ を 使 用 し て 個 々 に 結 紮 し 且 つ 横 に 切 開 す る こ と が で き る
。 切 開 器 具 を 使 用 し て 円 板 の 上 方 に 残 留 す る 柔 軟 な 組 織 を 除 去 す る こ と が で き る 。 左 側 の
フ ァ ン リ ト ラ ク タ ー が 小 腸 を 経 路 外 の 所 定 位 置 に 保 持 す る 状 態 に て 露 出 状 態 が 保 た れ る 。
通 常 、 右 側 は 引 っ 込 め る 必 要 が な い か ら 、 吸 引 洗 浄 カ テ ー テ ル を こ の ポ ー ト を 通 じ て 使 用
で き る こ と が 分 か っ た 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 Ｌ ４ － Ｌ ５ 円 板 に 対 す る １ つ の 具 体 的 に 方 法 に お い て 、 後 方 腹 膜 を 約 ３ ｃ ｍ だ け よ り 基
端 方 向 に 切 開 す る 。 こ の 場 合 に も 、 左 側 フ ァ ン を 使 用 し て 小 腸 を 側 方 に 引 っ 込 め 、 鋭 利 で
な く 慎 重 に 切 開 す る こ と に よ り 、 分 岐 部 分 の 前 方 に 大 動 脈 が 露 出 さ れ る 。 Ｌ ４ － Ｌ ５ 円 板
は 、 通 常 こ の 箇 所 の 丁 度 、 真 下 の 位 置 に あ る 。 左 側 方 向 切 開 は 、 全 体 と し て こ れ ら の 血 管
を 右 方 向 に 引 っ 込 め て 、 左 側 の 一 般 的 な 腸 骨 静 脈 及 び 動 脈 の 上 方 に て 行 わ れ る 。 円 板 を 十
分 に 露 出 さ せ る の に 十 分 な 程 度 、 こ れ ら の 血 管 を 右 側 に 引 っ 込 め る た め 、 上 行 部 分 の 静 脈
の 枝 部 分 を 識 別 し 且 つ 横 方 向 に 切 開 し な け れ ば な ら な い 。 こ の 血 管 を 切 開 し た な ら ば 、 次
に 、 フ ァ ン 又 は ル ー プ リ ト ラ ク タ ー に よ り 、 動 脈 及 び 静 脈 を 鋭 角 度 で な く 引 っ 込 め て 、 融
合 の た め Ｌ ４ － Ｌ ５ の 円 板 の 相 当 部 分 を 露 出 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 対 象 と す る 円 板 が 露 出 さ れ た な ら ば 、 腹 腔 入 口 の 手 術 ト ロ カ ー ル ポ ー ト 部 位 １ ４ ５ を 融
合 す べ き 円 板 と 整 合 さ せ 、 作 用 ト ロ カ ー ル が 矢 状 面 に て 円 板 端 板 と 平 行 と な る よ う に す る
こ と が 重 要 で あ る 。 こ の 入 口 箇 所 を 推 定 し 、 空 隙 間 内 に て 又 は 患 者 に 沿 っ て 小 さ い ス タ イ
ン マ ン （ Steinmann） ピ ン を 配 置 し 、 ま た 、 側 方 Ｃ ア ー ム に よ り チ ェ ッ ク し 、 こ れ に 応 じ
て 調 節 す る こ と が で き る 。 作 用 ト ロ カ ー ル を 配 置 す る た め に 1.5乃 至 2.5ｃ ｍ 、 切 開 す る こ
と が で き る 。 鋭 利 で な い 導 入 子 を 腹 腔 内 に 配 置 し 、 内 視 鏡 で 像 を 得 る 間 に 18ｍ ｍ の 作 用 ト
ロ カ ー ル １ ４ ７ （ 図 １ １ ） を そ の 上 に 配 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 外 科 的 技 術 の こ の 実 施 の 形 態 の 更 な る 特 徴 に よ れ ば 、 一 対 の 融 合 装 置 を 両 側 方 に 配 置 し
得 る よ う に 、 対 象 と す る 円 板 Ｄ の 輪 に 標 識 を 付 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 例 え ば 、 図 １ １ に 図 示 す る よ う に 、 作 用 ト ロ カ ー ル １ ４ ７ を 作 用 ポ ー ト １ ４ ５ 内 に 配 置
す る （ 図 １ ０ 参 照 ） 。 両 側 方 標 識 は 、 図 １ １ に 図 示 し 且 つ 図 １ ２ に よ り 詳 細 に 図 示 す る よ
う に 、 テ ン プ レ ー ト １ ５ ０ を 使 用 し て 形 成 す る こ と が で き る 。 こ の テ ン プ レ ー ト 及 び そ の
使 用 方 法 に 関 す る 更 な る 詳 細 は 、 1995年 4月 24日 付 け で 出 願 さ れ た 米 国 特 許 願 第 08／ 427,4
32号 に 見 る こ と が で き る 。 こ の 米 国 特 許 願 に お け る こ の テ ン プ レ ー ト の 説 明 は 、 引 用 し て
本 明 細 書 に 含 め て あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 便 宜 上 、 こ の テ ン プ レ ー ト に 関 し て 図 １ ２ を 特 に 参 照 し つ つ 簡 単 に 説 明 す る 。 特 に 、 該
テ ン プ レ ー ト １ ５ ０ は 、 管 状 本 体 １ ５ １ と 、 該 管 状 本 体 の 端 部 １ ５ ３ に 回 動 可 能 に 接 続 さ
れ た 細 長 い 案 内 脚 部 １ ５ ２ と を 備 え て い る 。 ガ イ ド ワ イ ヤ ー 又 は ス タ イ レ ッ ト １ ５ ５ が こ
の 管 状 本 体 を 貫 通 し て 伸 長 し 、 脚 部 １ ５ ２ を 側 方 向 に 回 動 さ せ る 。 次 に 、 ス タ イ レ ッ ト の
鋭 利 な 先 端 １ ５ ６ を 使 用 し て 、 円 板 の 輪 Ｄ に 穿 刺 す る 。 マ レ ッ ト を 使 用 し て 、 ス タ イ レ ッ
ト １ ５ ６ を 輪 の 湾 曲 部 に 対 し て 正 接 し 且 つ 端 板 に 対 し 平 行 に 円 板 内 に 押 し 込 む こ と に よ り
、 テ ン プ レ ー ト を 円 板 空 隙 の 中 心 に 固 着 す る こ と が で き る 。 次 に 、 脚 部 １ ５ ２ が 円 板 の 輪
に 接 触 す る 迄 、 テ ン プ レ ー ト を ガ イ ド ワ イ ヤ ー 又 は ス タ イ レ ッ ト に 沿 っ て 下 方 に 摺 動 さ せ
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 該 脚 部 は 、 電 気 焼 灼 装 置 １ ６ ０ が 貫 通 し て 伸 長 す る こ と の で き る 開 口 部 １ ５ ７ を 備 え て
い る 。 脚 部 １ ５ ２ の 開 口 部 １ ５ ７ を 通 じ て こ の 電 気 焼 灼 装 置 の 先 端 １ ６ １ を 案 内 し 、 円 板
の 輪 Ｄ に 接 触 さ せ る 。 先 端 １ ６ １ に 通 電 す る と 、 該 先 端 は 、 対 象 と す る 円 板 の 中 心 の 側 方
に 標 識 Ｍ Ｒ を 形 成 す る 。 次 に 、 脚 部 が 第 一 の 標 識 Ｍ Ｒ と 反 対 の 側 方 位 置 に 配 置 さ れ る よ う
に 、 テ ン プ レ ー ト １ ５ ０ を 矢 印 Ｔ の 方 向 に 回 転 さ せ る こ と が で き る 。 こ の 時 点 に て 、 電 気
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焼 灼 装 置 を 使 用 し て 、 第 二 の 標 識 Ｍ Ｌ を 形 成 し 、 ２ つ の 融 合 装 置 に 対 す る 両 側 方 向 位 置 を
提 供 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 円 板 の 輪 に 両 側 方 向 標 識 Ｍ Ｒ 、 Ｍ Ｌ が 形 成 さ れ た な ら ば 、 外 科 医 は 、 融 合 装 置 を 配 置 す
る た め の 適 正 な 位 置 で あ る か ど う か を 視 覚 的 に 確 認 す る こ と が で き る 。 ポ ー ト １ ４ １ を 通
じ る 腹 腔 鏡 を 介 し て 、 吹 き 込 ん だ 腹 腔 領 域 の 像 を 直 接 、 得 る こ と に よ り （ 図 １ ０ ） 、 外 科
医 は 、 次 に Ｔ 字 形 ハ ン ド ル プ ロ ー ブ １ ５ ８ を 作 用 ポ ー ト １ ４ ７ を 通 じ て 、 焼 灼 標 識 Ｍ Ｒ 、
Ｍ Ｌ の 何 れ か に 向 け る こ と が で き る 。 こ の Ｔ 字 形 ハ ン ド ル プ ロ ー ブ １ ５ ８ は 、 円 板 の 輪 を
切 る た め に 使 用 さ れ る 鋭 利 な 先 端 １ ５ ９ を 備 え て い る 。 該 Ｔ 字 形 ハ ン ド ル は 、 外 科 医 が 輪
内 に 貫 入 す る の を 容 易 に す る の に 必 要 な 程 度 、 プ ロ ー ブ １ ５ ８ を 回 転 さ せ る こ と を 許 容 す
る 。 Ｔ 字 形 ハ ン ド ル プ ロ ー ブ １ ５ ８ を 介 し て 円 板 の 輪 に 最 初 の 切 開 部 が 形 成 さ れ た な ら ば
、 Ｔ 字 形 ハ ン ド ル の ト レ フ ィ ン １ ６ ５ を 使 用 し て 、 そ の 後 の 器 具 を 取 り 付 け る た め の 導 入
穴 を 形 成 す る こ と が で き る 。 Ｔ 字 形 ハ ン ド ル ト レ フ ィ ン １ ６ ５ は 、 図 １ ４ に 図 示 す る よ う
に 、 円 板 空 隙 内 に ト レ フ ィ ン を 挿 入 す る 深 さ を 制 御 し 得 る よ う に ５ ｍ ｍ の 間 隔 に て 一 連 の
標 識 １ ６ ６ を 含 む こ と が で き る 。 こ れ ら の 標 識 １ ６ ６ は 作 用 ト ロ カ ー ル １ ４ ７ と 比 較 し て
、 ト レ フ ィ ン の 切 刃 部 分 の 深 さ を 測 定 し 、 こ の た め 、 円 板 空 隙 及 び 椎 骨 端 板 に 準 備 さ れ る
穴 の 深 さ を 制 御 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 に も 、 ト レ フ ィ ン の Ｔ 字 形 ハ ン ド ル は 、 外 科
医 が ト レ フ ィ ン １ ６ ５ を 回 転 さ せ る こ と を 可 能 に す る 。 こ の 方 法 は 、 電 気 焼 灼 標 識 Ｍ Ｌ 、
Ｍ Ｒ の 双 方 に て 繰 り 返 す 。 こ の 時 点 に て 、 外 科 医 は 、 こ の 方 法 の 残 り の 部 分 で 方 向 決 め す
る た め に 使 用 さ れ る ２ つ の 両 側 方 穴 を 有 す る 。 ま た 、 両 側 方 穴 を 形 成 す べ く 円 板 空 隙 を え
ぐ る た め に ト レ フ ィ ン １ ６ ５ を 使 用 す る こ と も 好 ま し い 。 円 板 の 両 側 方 穴 の 各 々 か ら 円 板
の 材 料 を 除 去 す る た め に ロ ン ジ ュ ー ル （ rongeur)を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 本 発 明 の 方 法 の 更 な る ス テ ッ プ に 従 い 、 図 １ ５ に 図 示 す る よ う に 、 伸 延 器 具 １ ６ ７ を 作
用 ト ロ カ ー ル １ ４ ７ を 通 じ て 進 め る 。 該 伸 延 器 具 は 、 該 器 具 が 取 り 付 け ら れ る 椎 骨 の 位 置
に 従 っ て 選 択 さ れ る 伸 延 器 具 の 先 端 １ ６ ９ を 有 し て い る 。 例 え ば 、 寸 法 16ｍ ｍ の イ ン プ ラ
ン ト 用 の 伸 延 器 具 は 、 円 板 空 隙 を そ の 適 正 な 解 剖 学 的 高 さ に 保 ち 得 る よ う に 12ｍ ｍ 又 は 14
ｍ ｍ 幅 の 何 れ か と す る こ と が で き る 。 該 先 端 １ ６ ９ は 、 伸 延 器 具 の 軸 １ ６ ８ に 着 脱 可 能 に
取 り 付 け る 。 輪 が 緊 張 し 、 隣 接 す る 椎 骨 が 十 分 に 伸 延 し て 適 正 な 円 板 空 隙 の 高 さ を 回 復 す
る 迄 、 漸 進 的 に 大 き い 伸 延 器 具 先 端 を 順 次 に 、 円 板 空 隙 及 び 輪 の 両 側 方 穴 の 各 々 に 選 択 的
に 挿 入 す る こ と が 好 ま し い 。 本 発 明 の １ つ の 形 態 に お い て 、 伸 延 器 具 の 先 端 １ ６ ９ は 、 そ
の 両 側 方 位 置 に 配 置 さ れ た な ら ば 、 こ の 方 法 の 残 り の 部 分 に 全 体 に 亙 っ て 器 具 を 使 用 す る
た め の 中 心 決 め 点 又 は 整 合 ガ イ ド と し て 機 能 す る 。 こ の た め 、 伸 延 器 具 の 先 端 １ ６ ９ が 適
正 な 位 置 に 配 置 さ れ る こ と が 重 要 で あ り 、 こ の こ と は 、 放 射 線 撮 影 法 に よ り 正 確 に 確 認 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 両 側 方 伸 延 器 具 の 先 端 が 適 正 な 位 置 に 配 置 さ れ た な ら ば 、 軸 の 伸 長 部 （ 図 示 せ ず ） を 伸
延 器 具 の 軸 １ ６ ８ に 係 合 さ れ る こ と が で き る 。 こ の 時 点 に て 、 好 適 な 実 施 の 形 態 に 従 い 、
使 い 捨 て 型 の ト ロ カ ー ル １ ４ ７ を 除 去 し て 、 伸 延 器 具 の 軸 及 び 伸 延 器 具 の 先 端 を 位 置 決 め
ガ イ ド と し て 使 用 す る こ と に よ り 、 腹 腔 鏡 １ ７ ０ を 皮 膚 の ポ ー ト １ ４ ５ か ら 円 板 空 隙 内 に
導 入 す る 。 本 発 明 の １ つ の 実 施 の 形 態 に 従 い 、 腹 腔 鏡 １ ７ ０ は 、 図 １ ６ に 図 示 す る よ う に
、 第 一 の 端 部 １ ７ ２ と 、 第 二 の 端 部 １ ７ ５ と を 有 す る 外 側 ス リ ー ブ １ ７ １ を 備 え て い る 。
該 第 二 の 端 部 １ ７ ５ は 、 従 来 の 設 計 と す る こ と の で き る 腹 腔 鏡 ポ ー ト １ ８ ０ に 係 合 す る 。
特 に 、 該 腹 腔 鏡 ポ ー ト １ ８ ０ は 、 貫 通 し て 伸 長 し 且 つ 中 空 の 外 側 ス リ ー ブ １ ７ １ の 内 部 と
連 通 し た 穴 １ ８ ４ を 含 む こ と が で き る （ 図 １ ７ （ ａ ） ） 。 こ の 腹 腔 鏡 ポ ー ト の 穴 １ ８ ４ は
、 該 ポ ー ト を 通 じ て 且 つ 外 側 ス リ ー ブ １ ７ １ 内 へ の 器 具 の 導 入 を 可 能 に す る 。 こ の 穴 は 多
数 の シ ー ル １ ８ ２ に よ り 閉 じ ら れ る こ と が 好 ま し く 、 こ れ ら の シ ー ル は 、 器 具 の 周 り に 緊
密 な 密 封 係 合 状 態 を 保 ち つ つ 、 円 筒 状 工 具 及 び 器 具 を 受 け 入 れ 得 る 形 態 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま た 、 腹 腔 鏡 ポ ー ト １ ８ ０ は 、 従 来 の 設 計 と す る こ と の で き る ト ラ ン ペ ッ ト 弁 １ ８ ３ を
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有 す る こ と が 好 ま し い 。 具 体 的 に は 、 該 ト ラ ン ペ ッ ト 弁 １ ８ ３ は 、 腹 腔 鏡 ポ ー ト １ ８ ０ を
通 常 の 閉 塞 位 置 に 保 ち 、 こ の 閉 塞 位 置 に あ る と き 、 そ の 内 部 の 穴 は 外 側 ス リ ー ブ １ ７ １ と
連 通 し な い よ う に 閉 塞 さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 シ ー ル １ ８ ２ を 通 じ て ポ ー ト １ ８ ０ 内
に 器 具 を 導 入 し た な ら ば 、 ト ラ ン ペ ッ ト 弁 １ ８ ３ は 側 方 に 動 い て 、 器 具 又 は 工 具 を ス リ ー
ブ １ ７ １ に 通 す こ と を 許 容 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 本 発 明 の 更 に 独 特 な 形 態 に お い て 、 外 側 ス リ ー ブ １ ７ １ の 端 部 １ ７ ２ は 、 対 向 す る 一 対
の 伸 延 伸 長 部 す な わ ち 指 状 体 １ ７ ３ を 備 え て い る 。 こ れ ら の 伸 延 指 状 体 １ ７ ３ は 、 特 定 の
円 板 空 隙 に 高 さ に 従 っ た 寸 法 に 設 定 さ れ て い る 。 具 体 的 に は 、 指 状 体 １ ７ ３ は 、 伸 延 器 具
の 先 端 １ ６ ９ を 除 去 し た 後 、 そ の 手 順 の 後 続 の ス テ ッ プ の 間 、 隣 接 す る 椎 骨 間 の 間 隔 を 保
つ こ と を 目 的 と す る 。 こ の た め 、 器 具 を 取 り 付 け る 特 定 の 椎 骨 の 位 置 に 依 存 し て 指 状 体 １
７ ３ の 幅 を 変 更 す る こ と が 可 能 で あ る 。 更 に 、 伸 延 指 状 体 １ ７ ３ は 、 器 具 を 取 り 付 け た 位
置 に て 隣 接 す る 椎 骨 の 間 の 通 常 の 角 度 に 適 合 す る よ う に テ ー パ ー を 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 指 状 体 １ ７ ３ の 位 置 は 、 ポ ー ト １ ８ ０ が 外 側 ス リ ー ブ １ ７ １ に 係 合 し た と き 、 指 状 体 １
７ ３ を ト ラ ン ペ ッ ト 弁 １ ８ ３ と 整 合 さ せ る こ と に よ り 、 円 板 の 両 側 方 穴 内 で 伸 延 器 具 の 先
端 の 位 置 と 相 関 さ せ て あ る 。 腹 腔 鏡 １ ７ ０ を 挿 入 し た と き 、 ト ラ ン ペ ッ ト 弁 は 指 状 体 の 整
合 状 態 を 視 覚 的 に 表 示 す る 。 換 言 す れ ば 、 ト ラ ン ペ ッ ト 弁 １ ８ ３ が 中 心 線 の 側 方 に あ る と
き 、 指 状 体 １ ７ ３ は 、 椎 骨 端 板 の 間 に て 適 正 に 方 向 決 め さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 １ つ の 具 体 的 な 実 施 の 形 態 に お い て 、 外 側 ス リ ー ブ １ ７ １ は 、 伸 延 指 状 体 １ ７ ３ の 間 に
配 置 さ れ た 対 向 し た ス パ イ ク １ ７ ４ を 備 え る こ と が で き る 。 こ れ ら の ス パ イ ク は 、 隣 接 す
る 椎 骨 体 内 に 少 な く と も 部 分 的 に 貫 入 し 、 外 側 ス リ ー ブ １ ７ １ の 位 置 を 外 科 手 術 部 位 に 保
つ の に 役 立 ち 得 る 形 態 の も の で あ る こ と が 好 ま し い 。 幾 つ か の 場 合 、 外 側 ス リ ー ブ １ ７ １
は 、 歯 １ ７ ４ を 備 え て い る 。 例 え ば 、 テ ー パ ー 付 き 融 合 装 置 を 埋 め 込 む 方 法 の 場 合 、 こ れ
ら の 歯 １ ７ ４ は 省 略 す る こ と が 好 ま し く 、 ま た 、 装 置 が 均 一 な 円 筒 体 で あ る 場 合 、 こ れ ら
の 歯 を 設 け る こ と が こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 本 発 明 の 外 科 的 方 法 の １ つ の 実 施 の 形 態 に お い て 、 内 視 鏡 １ ７ ０ は 、 伸 延 器 具 の 軸 伸 長
部 （ 図 示 せ ず ） に 沿 っ て 直 接 、 挿 入 す る こ と が で き る 。 し か し な が ら 、 伸 延 指 状 体 １ ７ ３
及 び ス パ イ ク １ ７ ２ は 、 導 入 す る 間 に 皮 膚 に 、 及 び 腹 腔 鏡 １ ７ ０ を 導 入 す る 間 に 外 科 手 術
部 位 を 取 り 巻 く 柔 軟 な 組 織 に 創 傷 を 生 じ さ せ る と 考 え ら れ る 。 こ の た め 、 好 適 な 実 施 の 形
態 の 更 な る 特 徴 は 、 図 １ ７ （ ａ ） 、 図 １ ７ （ ｂ ） に 図 示 す る よ う に 、 切 り 換 え ス リ ー ブ １
９ ０ を 備 え て い る 。 切 り 換 え ス リ ー ブ １ ９ ０ は 、 ポ ー ト シ ー ル １ ８ ２ か ら 外 側 ス リ ー ブ １
７ １ の 端 部 １ ７ ２ ま で 内 視 鏡 １ ７ ０ の 全 長 を 亙 る の に 十 分 な 長 さ を 有 し て い る 。 特 に 、 該
切 り 換 え ス リ ー ブ １ ９ ０ は 、 外 側 ス リ ー ブ １ ７ １ の 端 部 １ ７ ２ を 越 え て 伸 長 し 、 よ り 具 体
的 に は 、 指 状 体 １ ７ ３ の 端 部 を 越 え て 伸 長 す る 形 態 と さ れ た テ ー パ ー 付 き 先 端 １ ９ １ を 備
え て い る 。 ま た 、 該 切 り 換 え ス リ ー ブ １ ９ ０ は 、 腹 腔 鏡 ポ ー ト １ ８ ０ 、 特 に シ ー ル １ ８ ２
を 貫 通 し て 通 る の を 防 止 し 得 る よ う に 拡 張 さ せ た そ の 他 端 に 拡 が り 先 端 １ ９ ２ を 備 え て い
る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 本 発 明 の 外 科 的 方 法 の １ つ の 好 適 な 実 施 の 形 態 に 従 い 、 患 者 の 体 内 に 挿 入 す る 前 に 、 切
り 換 え ス リ ー ブ １ ９ ０ を 内 視 鏡 １ ７ ０ の 内 部 に 配 置 す る 。 該 切 り 換 え ス リ ー ブ １ ９ ０ は 、
腹 腔 鏡 １ ７ ０ 内 で 緊 密 に 摩 擦 嵌 め す る よ う に 摺 動 可 能 な よ う に 外 側 ス リ ー ブ １ ７ １ の 内 径
に 略 等 し い 外 径 を 有 し て い る 。 次 に 、 腹 腔 鏡 １ ７ ０ 及 び 切 り 換 え ス リ ー ブ １ ９ ０ が 伸 延 器
具 の 軸 の 上 方 を 摺 動 し 、 ま た 、 外 側 ス リ ー ブ が 円 板 の 輪 に 接 触 す る 迄 、 捻 り 動 作 を 伴 っ て
皮 膚 及 び 筋 膜 を 貫 通 し て 伸 長 す る 。 腹 腔 鏡 の 外 側 ス リ ー ブ １ ７ １ に お け る 対 向 し た 指 状 体
１ ７ ３ は 、 円 板 空 隙 内 の 開 口 部 を 貫 通 し 、 ま た 隣 接 す る 椎 骨 の 間 に て 整 合 す る 必 要 が あ る
こ と を 認 識 す る こ と が 重 要 で あ る 。 指 状 体 １ ７ ３ を 円 板 空 隙 内 に 押 し 込 む と 、 切 り 換 え ス
リ ー ブ １ ９ ０ は 、 そ の テ ー パ ー 付 き 先 端 １ ９ １ が 伸 延 す る 指 状 体 １ ７ ３ の 間 の 領 域 内 で 輪
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に 接 触 す る と き 、 円 板 の 輪 の 外 側 に 止 ま っ て い る （ 図 １ ７ （ ｂ ） 参 照 ） 。 隣 接 す る 椎 骨 端
板 の 間 で 指 状 体 １ ７ ３ が 正 確 に 方 向 決 め さ れ 且 つ 該 隣 接 す る 椎 骨 端 板 に 接 触 す る と き 、 腹
腔 鏡 １ ７ ０ の 外 側 ス リ ー ブ １ ７ １ は 、 適 正 な 方 向 に 方 向 決 め さ れ て い る 。 次 に 、 腹 腔 鏡 ポ
ー ト に 取 り 付 け ら れ た 推 進 キ ャ ッ プ （ 図 示 せ ず ） を 打 撃 す る こ と に よ り 、 指 状 体 １ ７ ３ が
椎 骨 端 板 の 間 の 円 板 空 隙 内 に 完 全 に 押 し 込 ま れ 、 ま た ス パ イ ク １ ７ ４ を 隣 接 す る 椎 骨 の 間
に 押 し 込 む こ と で 、 外 側 ス リ ー ブ １ ７ １ は 所 定 位 置 に 着 座 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 腹 腔 鏡 １ ７ ０ が 所 定 位 置 に あ る と き 、 本 発 明 の 技 術 の 残 り の ス テ ッ プ の 全 て は 、 比 較 的
保 護 さ れ 又 は 密 封 さ れ た 環 境 下 に て 行 わ れ る 。 具 体 的 に は 、 該 腹 腔 鏡 の 外 側 ス リ ー ブ １ ７
１ は 、 円 板 の 上 の 位 置 Ｍ Ｒ 、 Ｍ Ｌ に て 両 側 方 穴 か ら 患 者 の 外 側 の 腹 腔 鏡 ポ ー ト １ ８ ０ ま で
の 密 封 さ れ た 通 路 を 提 供 す る 。 該 腹 腔 鏡 １ ７ ０ は 、 手 術 部 位 に 隣 接 す る ス ペ ー ス に 流 体 が
漏 洩 す る 虞 れ を 伴 わ う み こ と な く 、 必 要 な 場 合 に 洗 浄 及 び 吸 引 を 行 う 通 路 と し て 使 用 す る
こ と が で き る 。 更 に 、 円 板 空 隙 内 の 準 備 さ れ た 箇 所 へ の 密 封 さ れ た 作 用 通 路 は 、 腹 部 の 膨
満 流 体 が 作 用 通 路 及 び 円 板 空 隙 内 に 漏 洩 す る の を 防 止 す る 。 こ の 後 者 の 特 徴 は 、 腹 腔 鏡 に
よ り 形 成 さ れ た 作 用 通 路 の 外 側 に て 外 科 手 術 部 位 の 像 を 直 接 、 得 る こ と を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 腹 腔 鏡 １ ７ ０ が 所 定 位 置 に あ る と き 、 伸 延 器 具 の 軸 １ ６ ８ を 取 り 外 し 、 及 び 、 隣 接 す る
椎 骨 の 間 に 配 置 さ れ た 伸 延 器 具 の 先 端 １ ６ ９ を 除 去 す る 。 腹 腔 鏡 の 外 側 ス リ ー ブ １ ７ １ の
指 状 体 １ ７ ３ が 隣 接 す る 橈 骨 の 間 の 間 隔 を 保 つ か ら 、 伸 延 器 具 の 先 端 は 最 早 、 不 要 で あ る
。 円 板 空 隙 か ら 伸 延 器 具 の 先 端 を 除 去 す る と き 、 外 科 医 は 、 外 側 ス リ ー ブ の 位 置 が ず れ な
い よ う に 外 側 ス リ ー ブ １ ７ １ を 確 実 に 把 持 す る こ と が 好 ま し い 。 両 側 方 の 方 法 に お い て 、
円 板 の 両 側 方 穴 の 各 々 が 伸 延 器 具 の 先 端 を 収 容 す る 。 好 適 な 方 法 に お い て 、 左 側 穴 内 の 伸
延 器 具 の 先 端 が 所 定 位 置 に 止 ま る 間 に 、 右 側 伸 延 器 具 の 先 端 を 最 初 に 除 去 す る 。 こ の よ う
に 、 両 側 方 位 置 の １ つ に 係 合 し た 腹 腔 鏡 の 指 状 体 １ ７ ３ は 、 別 の 両 側 方 位 置 に 配 置 さ れ た
伸 延 器 具 の 先 端 １ ６ ９ と 共 に 伸 延 負 荷 を 支 承 す る 。 以 下 に 説 明 す る よ う に 、 融 合 装 置 が 右
側 に 取 り 付 け ら れ た と き 、 指 状 体 １ ７ ３ は 円 板 の 左 側 穴 内 に あ り 、 融 合 装 置 と 共 に 伸 延 荷
重 を 支 承 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 伸 延 器 具 の 先 端 を 除 去 し 、 円 板 空 隙 を 指 状 体 １ ７ ３ に よ り 支 持 し た と き 、 本 発 明 の 方 法
の 次 の ス テ ッ プ は 、 融 合 装 置 を 挿 入 す る た め の 箇 所 を 提 供 し 得 る よ う に 椎 骨 の 端 板 及 び 円
板 を 準 備 す る こ と で あ る 。 切 り 換 え ス リ ー ブ １ ９ ０ を 最 初 に 除 去 し 、 本 発 明 の １ つ の 形 態
に 従 い 、 拡 孔 ス リ ー ブ １ ９ ５ を 腹 腔 鏡 １ ７ ０ を 通 じ て 進 め る 。 図 １ ８ に 図 示 す る よ う に 、
拡 孔 ス リ ー ブ １ ９ ５ は 、 隣 接 す る 椎 骨 体 を 貫 入 し 、 拡 孔 ス リ ー ブ を 所 定 位 置 に 保 持 し 得 る
よ う に さ れ た ス パ イ ク １ ９ ６ を 備 え て い る 。 こ の 実 施 の 形 態 に お け る 拡 孔 ス リ ー ブ の １ つ
の 目 的 は 、 円 板 材 料 及 び 椎 骨 端 板 を 拡 孔 す る 間 に 、 腹 腔 鏡 の 位 置 を 保 つ の を 助 け る こ と で
あ る 。 こ の 目 的 は 、 腹 腔 鏡 の 外 側 ス リ ー ブ １ ７ １ が 歯 １ ７ ４ を 有 し な い と き に 特 に 重 要 な
こ と で あ る 。 更 に 、 リ ー マ ー に よ り 発 生 さ れ た 力 は 椎 骨 体 を 分 離 す る よ う に 押 す 傾 向 が あ
る か ら 、 拡 孔 ス リ ー ブ １ ９ ５ に 設 け ら れ た ス パ イ ク １ ９ ６ は 、 拡 孔 す る 間 に 椎 骨 体 が 押 さ
れ て 離 れ た り 、 又 は 伸 延 す る の を 防 止 す る 。 こ の 力 は 、 テ ー パ ー 付 き 融 合 装 置 を 埋 め 込 む
と き に 特 に 存 在 し 、 椎 骨 に 円 錐 形 の ね じ を 切 り 込 む こ と が 必 要 と な る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 本 発 明 に 従 い 、 可 調 節 型 リ ー マ ー １ ９ ７ は 、 拡 孔 ス リ ー ブ １ ９ ５ を 貫 通 し て 伸 長 し て い
る 。 該 リ ー マ ー １ ９ ７ は 、 円 板 空 隙 を 排 出 し 、 ね じ 付 き イ ン プ ラ ン ト を 受 け 入 れ 得 る よ う
に 隣 接 す る 椎 骨 体 を 準 備 し 得 る 形 態 と さ れ た 切 断 面 を 有 す る 従 来 の 設 計 と す る こ と が で き
る 。 該 リ ー マ ー １ ９ ７ は 、 腹 腔 鏡 ポ ー ト １ ８ ０ に 隣 接 す る 位 置 に 配 置 さ れ た 可 調 節 型 の 深
さ ス ト ッ パ １ ９ ８ を 備 え て い る 。 該 深 さ ス ト ッ パ １ ９ ８ は 、 ポ ー ト の シ ー ル １ ８ ２ に 接 触
し て 、 リ ー マ ー １ ９ ７ が 円 板 空 隙 内 に 過 度 に 深 く 導 入 さ れ る の を 防 止 す る 。 必 要 な 拡 孔 深
さ 、 従 っ て 深 さ ス ト ッ パ １ ９ ８ の 位 置 は 、 放 射 線 像 を 観 察 す る こ と に よ り 、 こ の 拡 孔 ス テ
ッ プ の 前 に 設 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
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　 リ ー マ ー １ ９ ７ は 、 Ｔ 字 形 ハ ン ド ル １ ９ ９ を 介 し て 手 で 操 作 し 、 隣 接 す る 橈 骨 体 か ら 円
板 組 織 及 び 骨 を 連 続 的 に 除 去 し て 、 融 合 イ ン プ ラ ン ト 用 に 準 備 さ れ た 穴 を 提 供 す る 。 リ ー
マ ー を 何 回 か 作 動 さ せ 、 そ の 後 、 外 側 ス リ ー ブ を 視 覚 的 に 且 つ 放 射 線 撮 影 法 に よ り 検 査 し
、 該 ス リ ー ブ が 円 板 空 隙 内 に 完 全 に 着 座 し た ま ま で あ る こ と を 確 認 す る こ と が 好 ま し い 。
更 に 、 脊 柱 管 ま で 拡 孔 す る の を 防 止 す る た め Ｃ 字 形 ア ー ム の 画 像 の 下 、 拡 孔 動 作 を 観 察 す
る 必 要 が あ る 。 深 さ ス ト ッ パ １ ９ ８ は 、 イ ン プ ラ ン ト を 挿 入 す る の に 予 想 さ れ る 完 全 な 深
さ よ り も 浅 い 最 初 の 拡 孔 深 さ に 設 定 す る こ と が 好 ま し い 。 例 え ば 、 Ｌ ５ － Ｓ １ を 融 合 す る
場 合 、 長 さ 26ｍ ｍ の イ ン プ ラ ン ト に 対 し 20ｍ ｍ の 深 さ の 拡 孔 穴 を 準 備 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 円 板 材 料 及 び 椎 骨 体 を リ ー マ ー １ ９ ７ に よ り 拡 孔 し た 後 、 右 側 の 位 置 Ｍ Ｒ に て 融 合 イ ン
プ ラ ン ト を 挿 入 す る た め に 準 備 し た １ つ の 箇 所 が 利 用 可 能 と な る 。 次 に 、 テ ン プ レ ー ト １
５ ０ を 使 用 し て 以 前 、 標 識 し た そ の 他 の 両 側 方 位 置 （ 図 １ ２ の 位 置 Ｍ Ｌ ） を 準 備 す る 必 要
が あ る 。 本 発 明 の 方 法 の 次 の ス テ ッ プ に お い て 、 リ ー マ ー １ ９ ７ 及 び 拡 孔 ス リ ー ブ １ ９ ５
を 引 き 抜 く 。 次 に 、 指 状 体 １ ７ ４ が 椎 骨 の 間 か ら 非 係 合 状 態 と な り 、 ま た 、 円 板 の 輪 の 開
口 部 を 通 じ て 引 き 抜 か れ る よ う に 、 制 御 さ れ た 方 法 に て 腹 腔 鏡 １ ７ ０ を 非 着 座 状 態 に す る
。 も っ と も 、 円 板 空 隙 か ら 非 着 座 状 態 と な っ た 後 、 腹 腔 鏡 １ ７ ０ 、 特 に 外 側 ス リ ー ブ １ ７
１ は 皮 膚 か ら 除 去 し な い 。 そ の 代 わ り 、 第 二 の 両 側 方 位 置 Ｍ Ｌ の 上 方 に て 外 側 ス リ ー ブ を
再 方 向 決 め す る （ 図 １ ２ 参 照 ） 。 外 側 ス リ ー ブ １ ７ １ を 円 板 の 輪 か ら 非 係 合 状 態 と し た 直
後 に 、 切 り 換 え ス リ ー ブ １ ９ ０ を 外 側 ス リ ー ブ １ ７ １ か ら 後 方 に 伸 長 さ せ 、 ス リ ー ブ の テ
ー パ ー 付 き 端 部 １ ９ １ が 指 状 体 １ ７ ３ を 越 え て 伸 長 す る よ う に す る こ と が 好 ま し い 。 次 に
、 外 側 ス リ ー ブ １ ７ １ が 第 二 の 両 側 方 向 位 置 Ｍ Ｌ の 上 方 に 再 位 置 決 め さ れ る と き 、 切 り 換
え ス リ ー ブ は 、 器 具 を 取 り 付 け た 円 板 の 周 囲 の 柔 軟 な 組 織 を 保 護 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 第 二 の 位 置 Ｍ Ｌ の 上 方 に て 腹 腔 鏡 １ ７ ０ が 方 向 決 め さ れ 、 ま た 切 り 換 え ス リ ー ブ １ ９ ０
が 円 板 の 輪 に 接 触 す る 状 態 の と き 、 伸 延 器 具 軸 １ ６ ８ に 取 り 付 け ら れ た 伸 延 器 具 の 先 端 １
６ ９ を 外 側 ス リ ー ブ １ ７ １ を 貫 通 し て 伸 長 さ せ る 。 好 適 な 技 術 に お い て 、 該 腹 腔 鏡 は 、 未
だ こ の 位 置 Ｍ Ｌ に 完 全 に 着 座 し て い な い 。 伸 延 器 具 の 先 端 １ ６ ９ は 、 円 板 内 の 穴 を 通 じ て
進 め 、 隣 接 す る 椎 骨 端 板 の 間 に 固 着 す る 。 腹 腔 鏡 １ ７ ０ 、 特 に 外 側 ス リ ー ブ １ ７ １ は 、 上
述 し た 方 法 に て 、 す な わ ち 、 伸 延 指 状 体 １ ７ ３ が 椎 骨 端 板 の 間 に 配 置 さ れ た 状 態 に て 円 板
空 隙 内 に 再 着 座 す る 。 放 射 線 撮 影 法 を 利 用 し て 、 外 側 ス リ ー ブ 及 び 指 状 体 １ ７ ３ の 位 置 が
確 認 さ れ た な ら ば 、 融 合 イ ン プ ラ ン ト を 受 け 入 れ る べ く 椎 骨 体 を 準 備 す る 残 り の ス テ ッ プ
を 左 側 位 置 Ｍ Ｌ に て 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 円 板 空 隙 内 の 第 二 の 穴 が 準 備 さ れ た な ら ば 、 こ の 技 術 の 次 の ス テ ッ プ は 、 イ ン プ ラ ン ト
を 挿 入 す る こ と を 含 む 。 本 発 明 に よ れ ば 、 該 イ ン プ ラ ン ト は 、 特 定 の 椎 骨 位 置 に て 正 常 な
曲 率 を 回 復 し 得 る よ う に テ ー パ ー が 付 け ら れ た 図 １ に 図 示 し た 型 式 の 融 合 ケ ー ジ と す る こ
と が で き る 。 図 １ に 図 示 し た 型 式 の 融 合 ケ ー ジ の 場 合 、 装 置 １ ０ を 埋 め 込 む た め に イ ン プ
ラ ン ト ド ラ イ バ ５ ０ を 使 用 す る こ と が で き る 。 該 イ ン プ ラ ン ト ド ラ イ バ ５ ０ は 、 図 ２ に 図
示 し た も の と 略 同 一 の も の と す る こ と が で き 、 ま た 、 図 ３ に 図 示 す る よ う に 、 イ ン プ ラ ン
ト １ ０ に 係 合 さ せ る こ と が で き る も の と す る 。 本 発 明 の 技 術 に 従 い 、 イ ン プ ラ ン ト ド ラ イ
バ ５ ０ に は 、 図 １ ９ に 図 示 す る よ う に 、 Ｔ 字 形 ハ ン ド ル 組 立 体 ２ ０ ０ が 係 合 す る こ と が で
き る 。 該 Ｔ 字 形 ハ ン ド ル 組 立 体 ２ ０ ０ は 、 把 持 ト ン グ ５ ４ と 反 対 側 の イ ン プ ラ ン ト ド ラ イ
バ ５ ０ の 端 部 に 係 合 す る コ レ ッ ト ２ ０ １ も 備 え て い る 。 ま た 、 該 組 立 体 ２ ０ ０ は 、 Ｔ 字 形
ハ ン ド ル ２ ０ ２ も 備 え て お り 、 該 Ｔ 字 形 ハ ン ド ル は 把 持 ト ン グ ５ ４ と 整 合 し 、 イ ン プ ラ ン
ト ド ラ イ バ ５ ０ を 腹 腔 鏡 １ ７ ０ を 通 じ て 伸 長 さ せ る と き 、 外 科 医 は ト ン グ ５ ４ の 方 向 を 視
覚 的 に 知 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 好 適 な 技 術 に 従 い 、 イ ン プ ラ ン ト １ ０ が 円 板 空 隙 内 の 準 備 さ れ た 穴 に 接 触 す る 迄 、 腹 腔
鏡 ポ ー ト １ ８ ０ 及 び 外 側 ス リ ー ブ １ ７ １ を 通 じ て 融 合 装 置 １ ０ を 担 持 す る イ ン プ ラ ン ト ド
ラ イ バ ５ ０ を 挿 入 す る 。 こ の 時 点 に て 、 Ｔ 字 形 ハ ン ド ル ２ ０ ２ を 使 用 し て イ ン プ ラ ン ト ド
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ラ イ バ ５ ０ を 回 転 さ せ 、 イ ン プ ラ ン ト を 準 備 し た 穴 内 に 進 め る こ と が で き る 。 該 イ ン プ ラ
ン ト ド ラ イ バ ５ ０ は 、 コ レ ッ ト ２ ０ １ の 下 方 に て ド ラ イ バ 軸 ５ １ に 複 数 の 深 さ 標 識 を 有 し
て お り 、 外 科 医 に 対 し 、 イ ン プ ラ ン ト １ ０ を 準 備 し た 穴 内 に 挿 入 す る 深 さ を 視 覚 的 に 表 示
す る こ と が で き る よ う に す る こ と が 好 ま し い 。 イ ン プ ラ ン ト ド ラ イ バ 軸 ５ １ の 深 さ 標 識 で
表 示 す る よ う に 、 イ ン プ ラ ン ト を そ の 所 定 の 深 さ ま で ね じ 込 ん だ な ら ば 、 Ｔ 字 形 ハ ン ド ル
２ ０ ２ が 椎 骨 端 板 に 対 し 平 行 と な る 状 態 の と き 、 イ ン プ ラ ン ト の 挿 入 を 停 止 す る 必 要 が あ
る 。 Ｔ 字 形 ハ ン ド ル ２ ０ ２ が こ の 方 向 に あ る と き 、 イ ン プ ラ ン ト ド ラ イ バ ５ ０ の ト ン グ ５
４ は 、 椎 骨 と 接 触 せ ず に 、 円 板 空 隙 に 露 出 さ れ る 。 そ の 結 果 、 融 合 装 置 １ ０ の 長 い ス ロ ッ
ト ２ ７ （ 図 １ ） は 、 椎 骨 体 に 直 接 露 出 さ れ 且 つ 該 椎 骨 体 に 接 触 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 融 合 装 置 １ ０ が 左 側 位 置 Ｍ Ｌ に 埋 め 込 ま れ た な ら ば 、 イ ン プ ラ ン ト ド ラ イ バ を イ ン プ ラ
ン ト か ら 取 り 外 し 、 腹 腔 鏡 １ ７ ０ を 左 両 側 方 位 置 か ら 非 着 座 状 態 に す る 。 こ の 場 合 に も 、
そ の 非 着 座 状 態 に な っ た 後 に 腹 腔 鏡 １ ７ ０ を 皮 膚 か ら 除 去 せ ず に 、 好 ま し く は 、 切 り 換 え
ス リ ー ブ １ ９ ０ が そ の 周 囲 の 組 織 を 腹 腔 鏡 の 伸 延 指 状 体 １ ７ ３ か ら 保 護 す る 状 態 に て 、 そ
の 後 に 、 両 側 方 向 位 置 Ｍ Ｒ ま で 動 か す だ け で よ い 。 こ の 位 置 に あ る と き 、 こ の 右 側 位 置 に
第 二 の 融 合 装 置 １ ０ を 埋 め 込 む た め 同 一 の ス テ ッ プ を 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 イ ン プ ラ ン ト 装 置 １ ０ の 各 々 が 円 板 空 隙 内 に て 両 側 方 に 埋 め 込 ま れ た な ら ば 、 そ れ ら の
イ ン プ ラ ン ト の 位 置 を 確 認 す る 必 要 が あ る 。 イ ン プ ラ ン ト を 円 板 空 隙 内 に 更 に 押 し 込 む 等
に よ り 円 板 空 隙 内 で イ ン プ ラ ン ト を 再 位 置 決 め す る こ と が 必 要 に な る 場 合 が あ る 。 こ の 場
合 、 推 進 取 り 付 け 部 １ ２ ０ を イ ン プ ラ ン ト ド ラ イ バ ５ ０ に 係 合 さ せ 、 ま た 、 取 り 付 け 部 １
２ ０ を 埋 め 込 ん だ 装 置 １ ０ と 係 合 さ せ 、 装 置 の 更 な る 操 作 が 可 能 で あ る よ う に す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 左 側 位 置 Ｒ Ｌ と 右 側 位 置 Ｍ Ｒ と の 間 で 切 り 換 え る と き 、 イ ン プ ラ ン ト ド ラ イ バ ５ ０ は 腹
腔 鏡 １ ７ ０ か ら 完 全 に 取 り 外 し 、 切 り 換 え ス リ ー ブ １ ９ ０ を 外 側 ス リ ー ブ １ ７ １ を 貫 通 し
て 伸 長 す る よ う に す る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 次 に 、 伸 延 器 具 の 軸 １ ６ ８ に 取 り 付 け ら れ
た 伸 延 器 具 の 先 端 １ ６ ９ を 切 り 換 え ス リ ー ブ １ ７ ０ を 通 じ て 伸 長 さ せ 、 伸 延 器 具 の 先 端 を
使 用 し て 、 そ の 前 の 穴 を 右 側 位 置 Ｍ Ｒ に 配 置 す る 必 要 が あ る 。 穴 内 に 伸 延 器 具 の 先 端 １ ６
９ が 配 置 さ れ た な ら ば 、 外 側 ス リ ー ブ １ ７ １ を 円 板 空 隙 内 の 最 右 側 位 置 に 着 座 さ せ る 。 外
側 ス リ ー ブ １ ７ １ が 適 正 に 着 座 し た 状 態 に て 、 伸 延 器 具 の 軸 を 除 去 し て 、 新 た な イ ン プ ラ
ン ト の 融 合 装 置 １ ０ を 担 持 す る イ ン プ ラ ン ト ド ラ イ バ ５ ０ に 対 す る 経 路 を 提 供 す る こ と が
可 能 で あ る 。 勿 論 、 イ ン プ ラ ン ト 及 び イ ン プ ラ ン ト ド ラ イ バ を 外 側 ス リ ー ブ １ ７ １ を 通 じ
て 伸 長 さ せ る 前 に 、 切 り 換 え ス リ ー ブ は 除 去 す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 融 合 装 置 の 双 方 が 位 置 Ｍ Ｌ 、 Ｍ Ｒ に て そ の 両 側 方 向 位 置 に 配 置 さ れ た な ら ば 、 適 正 に 配
置 さ れ た こ と を 確 認 す る た め 、 Ａ － Ｐ 放 射 線 写 真 を 撮 影 す る こ と が で き る 。 更 に 、 可 能 な
ら ば 、 融 合 を 更 に 促 進 す る た め 、 現 場 に て イ ン プ ラ ン ト の 周 り に 追 加 的 な 骨 移 植 材 料 を 充
填 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 上 述 し た よ う に 、 該 融 合 装 置 １ ０ は 、 骨 成 長 材 料 を 受 け 入 れ る 中 空 の 開 口 部 １ ５ を 備 え
て い る 。 １ つ の 具 体 的 な 実 施 の 形 態 に お い て 、 こ の 骨 成 長 材 料 は 、 患 者 の 前 方 腸 骨 稜 か ら
採 取 し た 自 己 移 植 骨 を 含 む こ と が で き る 。 そ の 他 の 位 置 か ら の 自 己 移 植 骨 、 自 己 の 骨 、 同
種 移 植 片 、 骨 成 長 代 替 物 又 は 骨 の 内 部 成 長 を 促 進 し 、 又 は 励 起 さ せ る こ と の で き る そ の 他
の 骨 材 料 を イ ン プ ラ ン ト 内 に 装 填 す る こ と が で き る 。 好 適 な 技 術 に お い て 、 イ ン プ ラ ン ト
円 板 空 隙 内 に 挿 入 す る 前 に 、 融 合 イ ン プ ラ ン ト １ ０ の 各 々 の 内 部 １ ５ を 充 填 す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 融 合 材 料 の こ の 「 事 前 装 填 」 を 促 進 す る た め 、 本 発 明 に 従 っ た イ ン プ ラ ン ト ホ ル ダ ２ １
０ が 提 供 さ れ る 。 こ の ホ ル ダ ２ １ ０ は 、 固 定 ク ラ ン プ 部 分 ２ １ ２ と 、 可 動 ク ラ ン プ 部 分 ２
１ ５ と を 有 す る 基 部 ２ １ １ を 備 え て い る 。 該 固 定 ク ラ ン プ 部 分 ２ １ ２ は 、 基 部 ２ １ １ か ら
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突 出 す る フ ラ ン ジ ２ １ ３ を 備 え て い る 。 可 動 ク ラ ン プ 部 分 は 、 基 部 ２ １ １ に 形 成 さ れ た 溝
２ １ ７ 内 を 摺 動 す る イ ン パ ク タ ー 板 ２ １ ６ を 備 え て い る 。 該 イ ン パ ク タ ー 板 ２ １ ６ は 、 ね
じ 付 き 軸 ２ １ ８ に よ り ノ ブ ２ １ ９ に 接 続 さ れ て い る 。 こ の ね じ 付 き 軸 は 、 基 部 ２ １ １ に 取
り 付 け ら れ た 直 立 の フ ラ ン ジ ２ ２ １ に よ り 回 転 可 能 に 支 持 さ れ て い る 。 こ の 直 立 の フ ラ ン
ジ ２ ２ １ は ね じ 付 き 穴 （ 図 示 せ ず ） を 有 し て お り 、 ね じ 付 き 軸 ２ １ ８ が こ の ね じ 穴 を 貫 通
し て 伸 長 し て い る 。 ノ ブ ２ １ ９ を 回 転 さ せ る と 、 該 軸 は フ ラ ン ジ ２ ２ １ の ね じ 付 き 穴 内 で
回 転 し 、 イ ン パ ク タ ー 板 ２ １ ６ を 固 定 ク ラ ン プ 半 体 ２ １ ２ に 向 け て 前 方 に 移 動 さ せ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 好 適 な 実 施 の 形 態 に 従 い 、 ク ラ ン プ 部 分 ２ １ ２ 、 ２ １ ５ の 対 応 す る 一 方 に 隣 接 す る 位 置
に 配 置 さ れ た 一 対 の ブ ロ ッ ク ２ ２ ５ 、 ２ ２ ６ が 提 供 さ れ る 。 該 ブ ロ ッ ク ２ ２ ５ 、 ２ ２ ７ は
、 そ の 大 き い ス ロ ッ ト ２ ７ に て イ ン プ ラ ン ト の 外 形 に 適 合 す る 形 態 と さ れ た イ ン プ ラ ン ト
係 合 面 ２ ２ ６ 、 ２ ２ ８ を 備 え て い る 。 こ の た め 、 こ れ ら の ブ ロ ッ ク は 、 骨 成 長 材 料 が イ ン
プ ラ ン ト １ ０ の 開 口 部 １ ５ 内 に 充 填 さ れ た と き 、 ス ロ ッ ト ２ ７ を 閉 じ る 働 き を す る 。 １ つ
の 特 定 の 実 施 の 形 態 に お い て 、 ブ ロ ッ ク ２ ２ ５ 、 ２ ２ ７ は 、 イ ン プ ラ ン ト １ ０ の 側 部 の 大
き い 開 口 部 ２ ７ を 効 果 的 に 密 封 し 得 る よ う に プ ラ ス チ ッ ク で 出 来 て い る 。 骨 成 長 材 料 が イ
ン プ ラ ン ト 装 置 １ ０ 内 に 緊 密 に 圧 縮 さ れ た な ら ば 、 ノ ブ ２ １ ９ を 反 対 方 向 に 回 し て 、 可 動
ク ラ ン プ ２ １ ６ を 装 置 １ ０ か ら 解 放 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 本 発 明 の 別 の 形 態 に 従 い 、 図 ２ １ に 図 示 す る よ う に 、 骨 止 め 具 ２ ４ ０ を 埋 め 込 む た め に
腹 腔 鏡 １ ７ ０ を 使 用 す る こ と が で き る 。 該 骨 止 め 具 ２ ４ ０ は 、 自 己 移 植 片 ク ロ ッ ク （ Ｃ ｒ
ｏ ｃ ｋ ） 止 め 具 、 三 皮 膚 層 の 自 己 移 植 片 又 は 釦 形 止 め 具 、 製 造 し た 複 合 止 め 具 、 又 は 複 合
止 め 具 （ 例 え ば 、 自 己 釦 止 め 具 と 全 て の 自 己 移 植 片 ク ロ ッ ク 止 め 具 と を 組 み 合 わ せ た も の
） の よ う な 種 々 の 形 態 と す る こ と が で き る 。 骨 止 め 具 ２ ４ ０ は 円 筒 形 で あ る こ と が 好 ま し
い が 、 こ の 形 態 は 、 腹 腔 鏡 の 外 側 ス リ ー ブ １ ７ １ を 容 易 に 貫 通 し 得 る 形 態 と さ れ た 止 め 具
で あ る 限 り 、 本 発 明 に と っ て 必 須 の も の で は な い 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 本 発 明 に 従 い 、 上 述 し た よ う に 円 板 空 隙 及 び 隣 接 す る 椎 骨 体 を 準 備 す る （ 図 １ ０ 乃 至 図
１ ８ 及 び そ の 説 明 文 を 参 照 ） 。 骨 止 め 具 を 埋 め 込 む 好 適 な 技 術 に お い て 、 円 筒 状 止 め 具 を
受 け 入 れ る た め 、 リ ー マ ー １ ９ ７ を 使 用 し て 、 椎 骨 端 板 に 部 分 円 筒 状 の 切 り 込 み を 形 成 す
る 。 こ れ と 代 替 的 に 、 非 円 筒 状 の 止 め 具 を 使 用 す る な ら ば 、 こ れ に 応 じ て 端 板 を 準 備 す る
こ と が で き る 。 止 め 具 は 、 典 型 的 に 、 円 板 空 隙 の 高 さ に 対 応 す る 均 一 な 直 径 又 は 幅 を 有 す
る こ と が 理 解 さ れ る 。 上 述 し た 融 合 装 置 １ ０ と 異 な り 、 骨 止 め 具 に は テ ー パ ー が 付 け ら れ
て い な い 。 し か し な が ら 、 適 当 な 角 度 を 提 供 す る 外 側 ス リ ー ブ １ ７ １ の テ ー パ ー 付 き の 伸
延 指 状 体 １ ７ ３ を 有 す る 椎 骨 体 を 準 備 す る こ と は 、 埋 め 込 ん だ 骨 止 め 具 が こ の 角 度 を 保 持
す る こ と を 許 容 す る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 止 め 具 を 受 け 入 れ 得 る よ う に 円 板 空 隙 及 び 椎 骨 端 板 を 準 備 し た な ら ば 、 骨 止 め 具 ２ ４ ０
を 外 側 ス リ ー ブ １ ７ １ を 通 じ て 腹 腔 鏡 内 に 落 と す 。 骨 止 め 具 と 椎 骨 端 板 と が 正 確 に 嵌 ま る
た め 、 止 め 具 を 挿 入 す る 間 に 、 抵 抗 力 が 生 ず る 。 止 め 具 を そ の 準 備 し た 部 位 に 押 し 込 む た
め イ ン パ ク タ ー ２ ４ ５ が 提 供 さ れ る 。 該 イ ン パ ク タ ー は 、 イ ン パ ク タ ー 軸 ２ ４ ７ に 螺 着 係
合 し て い る こ と が 好 ま し い イ ン パ ク タ ー ヘ ッ ド ２ ４ ６ を 有 し て い る 。 該 ヘ ッ ド 及 び 軸 は 、
外 側 ス リ ー ブ １ ７ １ を 通 じ て 緊 密 に 摩 擦 嵌 め 可 能 な 寸 法 と さ れ て い る 。 イ ン パ ク タ ー ヘ ッ
ド ２ ４ ６ は 、 埋 め 込 む べ き 骨 止 め 具 の 寸 法 に 対 応 し て 、 幾 つ か の 寸 法 に て 提 供 す る こ と が
好 ま し い 。 ま た 、 イ ン パ ク タ ー 軸 ２ ４ ７ は 、 幾 つ か の 直 径 の イ ン パ ク タ ー ヘ ッ ド 及 び 外 側
ス リ ー ブ と 共 に 使 用 し 得 る よ う に 、 よ り 小 さ い 直 径 で あ る こ と も 好 ま し い 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 イ ン パ ク タ ー の 軸 ２ ４ ７ は 、 ハ ン マ ー 又 は 同 様 の 工 具 に よ り 打 撃 し て 、 制 御 さ れ た 方 法
に て 骨 止 め 具 を 準 備 し た 部 位 に 押 し 込 む こ と の で き る 推 進 キ ャ ッ プ ２ ４ ８ を 有 し て い る 。
ま た 、 イ ン パ ク タ ー 軸 は 、 骨 止 め 具 ２ ４ ０ を 円 板 空 隙 内 に 挿 入 す る 深 さ に 対 応 す る 一 連 の
深 さ 標 識 ２ ４ ９ も 有 し て い る 。 止 め 具 の 最 終 的 な 位 置 は 、 Ａ － Ｐ 放 射 線 撮 影 に よ り 後 で 確
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認 す る こ と が で き る 。 同 様 の 方 法 で 第 二 の 骨 止 め 具 を 挿 入 し 、 更 な る 骨 移 植 片 を 両 側 方 向
骨 止 め 具 の 間 に 配 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 本 発 明 は 、 任 意 の 脊 柱 位 置 に て 使 用 可 能 で あ る 器 具 及 び 外 科 的 技 術 を 対 象 と す る も の で
あ る 。 簡 略 化 の た め 、 上 記 の 説 明 は Ｌ ５ － Ｓ １ 円 板 空 隙 の 融 合 に 関 し て の み 記 載 し た も の
で あ る 。 器 具 の 構 成 要 素 の 各 々 の 寸 法 は 、 器 具 を 取 り 付 け る 特 定 の 椎 骨 位 置 に 合 う よ う に
適 切 に 寸 法 決 め さ れ る 。 例 え ば 、 融 合 装 置 １ ０ は 、 12ｍ ｍ 、 14ｍ ｍ 、 16ｍ ｍ を 含 む 幾 つ か
の 寸 法 に て 提 供 す る こ と が で き る 。 融 合 イ ン プ ラ ン ト の 寸 法 に 基 づ い て 、 ト レ フ ィ ン １ ６
５ は 、 直 径 ６ ｍ ｍ 、 ８ ｍ ｍ 又 は 10ｍ ｍ の 穴 を 形 成 し 得 る ト レ フ ィ ン の 如 く 幾 つ か の 寸 法 に
て 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 ま た 、 伸 延 器 具 の 先 端 １ ６ ９ も 埋 め 込 む べ き 融 合 装 置 の 寸 法 に 従 っ て 寸 法 決 め さ れ る 。
伸 延 器 具 は 、 融 合 装 置 よ り も 小 さ い こ と が 好 ま し い 。 例 え ば 、 16ｍ ｍ の 融 合 装 置 の 場 合 、
伸 延 器 具 の 先 端 １ ６ ９ は 、 12ｍ ｍ 又 は 14ｍ ｍ の 何 れ か と す る こ と が で き る 。 16ｍ ｍ の 融 合
装 置 の 場 合 、 円 板 空 隙 及 び 椎 骨 体 内 で 同 一 直 径 の 穴 を 準 備 し 得 る よ う に 16ｍ ｍ の リ ー マ ー
を 受 け 入 れ る べ く 16ｍ ｍ の 拡 孔 ス リ ー ブ が 提 供 さ れ る 。 よ り 小 さ い 融 合 装 置 の 場 合 、 よ り
小 さ い リ ー マ ー 及 び 拡 孔 ス リ ー ブ が 提 供 さ れ る こ と に な る 。 上 述 し た よ う に 、 腹 腔 鏡 １ ７
０ の 外 側 ス リ ー ブ １ ７ １ は 、 本 発 明 の 方 法 の 幾 つ か の ス テ ッ プ 中 、 貫 通 す る 器 具 及 び ス リ
ー ブ の 全 て を 容 易 に 受 け 入 れ 得 る よ う に 直 径 ２ ｍ ｍ で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 図 面 及 び 上 記 の 説 明 に て 本 発 明 を 詳 細 に 記 載 し た が 、 こ れ は 単 に 一 例 で あ り 、 性 質 を 限
定 す る も の で は な く 、 好 適 な 実 施 の 形 態 の み を 図 示 し 且 つ 記 載 し た も の で あ り 、 本 発 明 の
精 神 に 属 す る 全 て の 変 更 及 び 改 変 例 を 保 護 の 対 象 に 含 め る こ と を 望 む も の で あ る こ と が 理
解 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ９ 】
【 図 １ 】 脊 柱 の 動 作 部 分 の 正 常 な 角 度 を 復 旧 す る テ ー パ ー 付 き の 形 態 を 有 す る ね じ 付 き 融
合 装 置 の 側 面 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 図 示 し た 装 置 の よ う な 融 合 装 置 に 係 合 し 且 つ 該 融 合 装 置 を 押 し 込 む た め に
使 用 さ れ る イ ン プ ラ ン ト ド ラ イ バ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に 図 示 し た よ う な 融 合 装 置 に 係 合 し た 、 図 ２ に 図 示 し た イ ン プ ラ ン ト ド ラ イ
バ 端 部 の 拡 大 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ に 図 示 し た イ ン プ ラ ン ト ド ラ イ バ 及 び 融 合 装 置 の 拡 大 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 １ に 図 示 し た 装 置 の よ う な 融 合 装 置 に 係 合 し 且 つ 該 融 合 装 置 を 押 し 込 む イ ン プ
ラ ン ト ド ラ イ バ の 代 替 的 な 実 施 の 形 態 の 拡 大 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の １ つ の 形 態 に よ る ド ラ イ バ 工 具 の 取 り 付 け 部 の 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ６ の ド ラ イ バ 工 具 の 取 り 付 け 部 が イ ン プ ラ ン ト ド ラ イ バ と 融 合 装 置 と の 間 に 係
合 し た 状 態 を 示 す 、 図 ５ と 同 様 の 拡 大 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ８ （ ａ ） 乃 至 図 ８ （ ｄ ） は 、 本 発 明 の １ つ の 形 態 に て 、 前 方 ア プ ロ ー チ 法 に 従
っ て 、 図 １ の 装 置 の よ う な 融 合 装 置 を 埋 め 込 む 外 科 的 方 法 の ４ つ の ス テ ッ プ を 示 す 脊 柱 の
側 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ９ （ ａ ） 乃 至 図 ９ （ ｄ ） は 、 本 発 明 の 更 な る 形 態 に て 、 後 方 ア プ ロ ー チ 法 に 従
っ て 、 図 １ の 装 置 の よ う な 融 合 装 置 を 埋 め 込 む 外 科 的 方 法 の ４ つ の ス テ ッ プ を 示 す 脊 柱 の
側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 腹 腔 鏡 下 外 科 技 術 の １ つ の 好 適 な 実 施 の 形 態 に 従 っ て 外 科 的 切 開 の た
め に 識 別 さ れ た 位 置 を 有 す る 患 者 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ に 図 示 し た 装 置 の よ う な 、 一 対 の 融 合 装 置 を 挿 入 す べ く 、 デ ィ ス ク の 輪 の
上 に 両 側 面 位 置 が 標 識 さ れ た 、 本 発 明 の 外 科 的 技 術 の １ つ の ス テ ッ プ を 示 す 、 腹 腔 鏡 下 外
科 手 術 部 位 の 脊 柱 部 分 の Ａ － Ｐ の 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 図 １ １ に 図 示 し た テ ン プ レ ー ト を 使 用 す る 状 態 を 示 す 、 脊 柱 部 分 に お
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け る 円 板 の 拡 大 Ａ － Ｐ の 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ １ に 図 示 し た ス テ ッ プ に て 標 識 さ れ た 両 側 方 位 置 の 各 々 に て 導 入 穴 を 形 成
す る 本 発 明 の 外 科 的 技 術 の 更 な る ス テ ッ プ を 示 す 腹 腔 鏡 下 外 科 手 術 部 位 の Ａ － Ｐ の 図 で あ
る 。
【 図 １ ４ 】 図 １ １ に 図 示 し た ス テ ッ プ に て 標 識 さ れ た 両 側 方 位 置 の 各 々 に １ つ の 穴 を 形 成
す る ト レ フ ィ ン を 使 用 す る 本 発 明 の 外 科 的 技 術 の 更 な る ス テ ッ プ を 示 す 腹 腔 鏡 下 外 科 手 術
部 位 の Ａ － Ｐ の 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 図 １ １ に 図 示 し た ス テ ッ プ に て 標 識 さ れ た 両 側 方 位 置 の 各 々 に て 伸 延 器 具 を 準
備 し た 部 位 に 挿 入 す る 本 発 明 の 外 科 的 技 術 の 更 な る ス テ ッ プ を 示 す 腹 腔 鏡 下 外 科 手 術 部 位
の Ａ － Ｐ の 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 対 象 と す る 円 板 空 隙 内 に 腹 腔 鏡 の 外 側 ス リ ー ブ が 係 合 し た 、 本 発 明 に よ る 腹 腔
鏡 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 図 １ ７ （ ａ ） は 、 本 発 明 の １ つ の 形 態 に よ る 切 り 換 え ス リ ー ブ が 腹 腔 鏡 内 に 配
置 さ れ た 状 態 を 示 す 、 図 １ ６ の 腹 腔 鏡 の 斜 視 図 で あ る 。 図 １ ７ （ ｂ ） は 、 図 １ ５ に 図 示 し
た 伸 延 器 具 の 先 端 の 位 置 決 め 状 態 を 示 す 、 図 １ ７ （ ａ ） の 腹 腔 鏡 及 び 切 り 換 え ス リ ー ブ の
拡 大 Ａ － Ｐ の 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 融 合 装 置 を 受 け 入 れ 得 る よ う に 部 位 を 準 備 す べ く リ ー マ ー が 腹 腔 鏡 を 貫 通 し て
伸 長 す る 、 図 １ ６ の 腹 腔 鏡 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 ド ラ イ バ に 係 合 し た Ｔ 字 形 ハ ン ド ル 組 立 体 を 有 す る 、 融 合 装 置 に 係 合 し た と き
の 図 ２ に 図 示 し た 型 式 の イ ン プ ラ ン ト ド ラ イ バ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 本 発 明 の １ つ の 形 態 に よ る イ ン プ ラ ン ト ホ ル ダ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 準 備 し た 部 位 内 に 骨 止 め 具 を 埋 め 込 む べ く 使 用 さ れ る 腹 腔 鏡 で あ っ て 、 本 発 明
の １ つ の 形 態 に 従 い 骨 止 め 具 の イ ン パ ク タ を 有 す る 腹 腔 鏡 の 斜 視 図 で あ る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】
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【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】
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